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一　

序

　

本
稿
は
、
い
わ
ゆ
る
「
神
経
法
学
（neurolaw

）」
と
総
称
さ
れ
る
新
興
の
法
分
野
が
何
で
あ
る
か
を
解
明
す
る
た
め
に
、
そ
れ
に
対

す
る
筆
者
の
体
系
的
理
解
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
神
経
法
学
」
な
る
も
の
が
一
つ
の
独
立
し
た
法
分
野
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ（
1
）る。

他
方
で
、「
神
経
科
学
（neuroscience

）」
と
法
学
と
の
対
話
を
志
向
し
た
研
究
は
、
古
い
も
の
で
は
一
九
〇
〇
年
に
ま
で
遡（
2
）る。
も
っ
と

も
、
そ
れ
ら
は
散
発
的
・
個
別
的
な
研
究
で
あ
り
、
一
つ
の
独
立
し
た
法
分
野
を
形
成
す
る
ほ
ど
の
潮
流
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
ま
た

「
神
経
科
学
」
そ
れ
自
体
も
、
あ
く
ま
で
も
医
学
の
一
分
野
と
し
て
注
目
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
事
情
は
、「
神
経
法
学
（neurolaw

）」
と
い
う
学
問
領
域
の
総
称
が
初
め
て
用
い
ら
れ
た
一
九
九
一
年
に
一
変
し（
3
）た。
法
実

務
家
で
あ
り
刑
法
学
者
で
あ
る
テ
イ
ラ
ー
・
シ
ェ
ロ
ッ
ド
（Taylor J. Sherrod

）
ら
の
論
稿
に
お
い
て
、
こ
の
総
称
が
明
示
的
に
用
い
ら

れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
神
経
科
学
と
法
学
と
の
融
合
領
域
的
研
究
が
独
立
し
た
議
論
領
域
と
し
て
意
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、「
神
経
法
学
」
が
そ
の
産
声
を
あ
げ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
神
経
科
学
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
背
景
に
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
見
ら
れ
た
、
神
経
科
学
の
加
速
度
的
な
発
展
と
そ
れ
に
対
す
る
社
会
の
注
目
が
あ
っ
た
。
た

と
え
ば
、
ブ
ッ
シ
ュ
元
大
統
領
が
一
九
九
〇
年
か
ら
一
九
九
九
年
の
一
〇
年
間
を
「
脳
の
10
年
（the D

ecade of the Brain

）」
と
宣
言
し

て
い
た
こ
と
は
、
そ
れ
を
示
す
象
徴
的
な
出
来
事
と
言
え
よ
う
。
特
に
当
時
は
、「
機
能
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
（functional im

aging

）
技
術
」

（
詳
し
く
は
後
述
）
の
発
達
を
背
景
に
、
ヒ
ト
脳
の
研
究
が
著
し
く
進
展
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
一
九
九
二
年
に
提
起
さ
れ
た
あ
る
刑
事
裁
判
に
お
い
て
、
弁
護
側
が
「
心
神
喪
失
の
抗
弁
（insanity defense

）」
を
主
張
す

る
証
拠
と
し
て
脳
の
構
造
を
可
視
化
す
る
神
経
撮
像
（neuroim

aging

）
を
使
用
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
神
経
法
学
は
本
格
的
な
盛
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り
上
が
り
を
見
せ（
4
）る。
後
年
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ロ
ー
ゼ
ン
（Jeffrey Rosen

）
が
そ
の
経
緯
を
“the Brain on the Stand 

（
法
廷
に
立
つ

脳
）”と
題
す
る
論
稿
に
ま
と
め
、The N

ew
 York Tim

es M
agazine

に
寄
稿
し
て
い
る
が
、
彼
に
よ
れ
ば
、
脳
画
像
、
す
な
わ
ち
脳

の
状
態
を
証
拠
に
刑
事
被
告
人
の
責
任
能
力
を
否
定
す
る
と
い
う
戦
略
は
、
特
に
死
刑
裁
判
に
お
け
る
量
刑
判
断
で
一
定
の
成
功
を
収
め

た
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
法
曹
実
務
の
動
向
を
受
け
、
神
経
科
学
の
知
見
を
援
用
し
な
が
ら
「
刑
事
責
任
（crim

inal responsibility

）」
概

念
を
捉
え
直
そ
う
と
す
る
議
論
が
、
刑
事
法
学
を
中
心
に
活
発
に
展
開
さ
れ
た
の
で
あ（
5
）る。

　

そ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、
二
〇
一
四
年
に
は
、
米
国
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
使
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
と
し
て
評
価
の
高
い
、
“Aspen 

Casebook Series

”に
神
経
法
学
の
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
、
“Law

 and N
euroscience

”が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
神
経
法
学
は
、
固
有

の
法
学
分
野
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
る
に
至
っ（
6
）た。

　

こ
の
よ
う
な
沿
革
を
持
つ
神
経
法
学
は
、
主
に
二
種
類
に
大
別
で
き
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

第
一
に
、
神
経
法
学
は
、
神
経
科
学
の
知
見
を
受
け
て
、
自
ら
既
存
の
法
概
念
や
法
解
釈
を
再
点
検
・
再
構
成
し
て
き
た
。
既
に
述
べ

た
よ
う
に
、
神
経
法
学
の
そ
も
そ
も
の
主
戦
場
が
刑
事
法
分
野
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
こ
で
は
手
続
の
公
正
や
証
拠
の
正
確
性
が
問

題
に
な
る
と
同
時
に
、「
責
任
」、「
行
為
」、「
意
思
」
と
い
う
法
学
の
基
本
的
概
念
の
変
容
も
関
心
の
対
象
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
、
刑
事
法
領
域
で
の
問
題
提
起
を
超
え
る
、
さ
ら
な
る
イ
ン
パ
ク
ト
が
神
経
科
学
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
ベ
ン
ジ
ャ

ミ
ン
・
リ
ベ
ッ
ト
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
、〝
自
由
意
志
論
争
〞
で
あ
る
。
特
に
、
二
〇
〇
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
リ
ベ
ッ
ト
の
著
書
、

“Mind Tim
e

”（
邦
訳
『
マ
イ
ン
ド
・
タ
イ（
7
）ム』）
は
、
自
由
意
志
論
／
決
定
論
と
い
っ
た
哲
学
領
域
の
一
大
争
点
に
議
論
を
巻
き
起
こ
し
た
。

同
書
の
中
で
彼
は
、
運
動
（
典
型
的
に
は
上
肢
到
達
運
動
）
を
実
行
す
る
際
に
、
機
能
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
（
具
体
的
に
は
脳
波
計
測
）
を
用
い
て

神
経
活
動
を
測
定
す
る
と
、
運
動
の
「
意
識
的
な
意
志
（conscious w

ill
）」
に
先
立
っ
て
、
運
動
準
備
電
位
（m

otor readiness 

potential

）
と
呼
ば
れ
る
無
意
識
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
脳
内
で
生
じ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
伝
統
的
な
自
由
意
志
概
念
に
挑
戦
状
を
つ
き
つ
け

た
の
で
あ
る
。
彼
が
展
開
し
た
議
論
の
正
当
性
に
つ
い
て
の
評
価
は
分
か
れ
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
動
向
を
経
て
、
神
経
法
学
は
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そ
の
関
心
の
射
程
を
「
自
由
意
思
」
と
い
う
法
学
全
体
に
と
っ
て
基
盤
的
な
概
念
に
ま
で
延
伸
し
た
。
つ
ま
り
、
ロ
ー
ゼ
ン
が
指
摘
し
た

よ
う
な
神
経
法
学
の
新
し
い
潮
流
に
並
行
し
て
、
神
経
科
学
の
実
験
と
理
論
が
、
法
学
・
哲
学
・
倫
理
学
に
跨
る
基
本
概
念
の
動
揺
を
よ

り
深
い
レ
ベ
ル
で
亢
進
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
神
経
科
学
の
進
展
は
こ
の
よ
う
な
基
本
概
念
だ
け
で
な
く
、
実
定
法
解
釈
学
説
に
も
影
響
を
与
え
て
き
た
。
米
国
で
見
ら
れ
た

例
を
挙
げ
れ
ば
、
二
〇
一
二
年
に
は
、
機
能
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
（
特
に
脳
波
計
測
）
が
証
拠
と
し
て
使
用
さ
れ
る
可
能
性
に
対
応
す
る

べ
く
、
同
技
術
に
よ
る
情
報
の
取
得
も
自
己
負
罪
拒
否
特
権
に
い
う
「
供
述
」
概
念
に
包
含
す
る
よ
う
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
五
条
解
釈

の
再
構
築
を
試
み
た
学
説
が
存
在
す（
8
）る。

　

第
二
に
、
神
経
法
学
は
、
神
経
科
学
の
研
究
開
発
や
そ
れ
が
も
た
ら
す
技
術
実
装
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
法
的
統
制
を
及
ぼ
す
の
か
と

い
う
実
践
的
課
題
も
担
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
先
述
し
た
神
経
科
学
的
証
拠
の
扱
い
（
証
拠
採
用
基
準
）
だ
け
で
な（
9
）く、
神
経
科
学
技

術
の
臨
床
応
用
・
社
会
実
装
に
い
か
に
対
処
す
べ
き
か
等
が
論
じ
ら
れ
て
き
）
10
（
た
。
最
近
の
例
で
は
、
米
国
連
邦
政
府
主
導
の
大
規
模
神
経

科
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
“BRAIN

 Initiative
”に
お
い
て
も
、
神
経
法
学
者
が
倫
理
委
員
会
に
参
加
し
、
最
先
端
の
神
経
科
学
研
究

の
規
範
的
統
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
）
11
（
る
。

　

そ
し
て
近
年
、
消
費
者
向
け
の
神
経
科
学
技
術
、
い
わ
ゆ
る
〝
ブ
レ
イ
ン
テ
ッ
ク
〞
や
〝
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ッ
ク
〞
の
実
装
が
急
展
開
し
て

お
り
、
こ
う
し
た
神
経
科
学
技
術
に
対
す
る
法
的
統
制
は
急
務
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
特
に
実
装
例
の
目
立
つ
非
侵
襲
型
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（Brain-

M
achine Interfa

）
12
（ce

）
に
目
を
向
け
れ
ば
、〝
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
〞
ブ
ー
ム
の
中
で
、
脳
波
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
測
定
結
果
を
本
人
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
デ
バ
イ
ス
が
一
般
消
費
者
向
け
に
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
脳
波
を
含
む
生
体
情
報
を
測
定
し
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
度
合
い
の
〝
可
視
化
〞
を
謳
う
“muse2

”は
、am

azon

で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
日
本
か
ら
も
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
労

務
管
理
分
野
へ
応
用
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
だ
ろ
）
13
（

う
。
さ
ら
に
、
侵
襲
型
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
実
装
提
案
も
、
あ
る
種
の
抵
抗
感
を

伴
い
つ
つ
加
速
し
て
い
る
。
目
を
引
く
の
は
、
二
〇
一
六
年
に
設
立
さ
れ
た
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
率
い
る
ニ
ュ
ー
ラ
リ
ン
ク
社
で
あ
ろ
う
。
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二
〇
二
一
年
末
に
同
社
が
、
微
小
な
侵
襲
型
Ｂ
Ｍ
Ｉ
〝
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
〞
と
、
そ
の
頭
部
へ
の
埋
め
込
み
を
行
う
外
科
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
発
表
し
た
こ
と
は
、
ヒ
ト
に
対
す
る
侵
襲
型
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
社
会
実
装
を
予
見
さ
せ
る
出
来
事
と
し
て
、
大
き
な
注
目
を
集
め
）
14
（

た
。

そ
し
て
、
二
〇
二
三
年
五
月
に
は
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
（
米
食
品
医
薬
品
局
）
か
ら
ヒ
ト
を
対
象
と
し
た
臨
床
試
験
の
承
認
が
お
り
、
同
年
六
月
に

は
ヒ
ト
に
対
す
る
治
験
の
開
始
が
正
式
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
神
経
科
学
技
術
の
消
費
者
市
場
へ
の
参
入
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
な
ど
の
恩
恵
を
も
た
ら
し
得
る
一
方
で
、

研
究
室
に
そ
う
し
た
技
術
が
留
ま
っ
て
い
た
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
リ
ス
ク
も
潜
在
し
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
英
国
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ

（Inform
ation Com

m
issioner

’s O
ffice

）
は
、
二
〇
二
三
年
六
月
に
レ
ポ
ー
ト
を
公
開
し
、
労
働
環
境
で
実
装
の
進
む
神
経
科
学
技
術
や
そ

れ
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
個
人
情
報
が
濫
用
さ
れ
る
危
険
性
を
指
摘
し
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
）
15
（
る
。
現
在
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
や
欧
州
評
議
会

（Council of Europe

）、
ユ
ネ
ス
コ
と
い
っ
た
国
際
機
関
が
、
神
経
科
学
技
術
（
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ッ
ク
や
ブ
レ
イ
ン
テ
ッ
ク
）
に
か
か
る
規
範
形

成
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
神
経
科
学
は
各
国
法
を
超
え
て
、
国
際
的
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
技
術
の
法
的
統
制
と
い
う
実
践
的
課
題
は
、
既
存
の
法
概
念
や
法
解
釈
を
再
点
検
・
再
構
成
す
る
と
い
う
理
論
的
課
題
と
相

補
的
・
循
環
的
な
関
係
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
法
概
念
の
変
動
は
純
粋
に
理
論
的
思
考
に
よ
っ
て
起
き
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
対

象
技
術
に
対
し
て
法
的
統
制
を
実
践
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
「
発
見
」
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
技
術
統
制
の
場
面
に
お
い
て
法
学
が

使
用
す
る
道
具
立
て
は
、
法
概
念
の
変
容
に
伴
っ
て
改
鋳
さ
れ
、
技
術
の
規
範
的
統
制
の
た
め
に
実
際
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
研
ぎ
澄

ま
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
神
経
法
学
に
内
在
す
る
こ
の
よ
う
な
循
環
は
、
神
経
科
学
技
術
の
展
開
を
受
け
、
一
層
加
速
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
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二　

神
経
法
学
の
〝
体
系
的
〞
俯
瞰

㈠　

脳
測
定
・
脳
操
作
の
二
分
類

1　
〝
体
系
的
〞
な
把
握
の
必
要
性

　

神
経
法
学
が
そ
の
分
析
対
象
と
し
て
照
準
す
る
神
経
科
学
は
、
生
物
の
「
神
経
系
（nervous system

）」
を
研
究
す
る
学
術
領
域
で
あ

る
。
そ
し
て
、
遺
伝
学
、
分
子
生
物
学
、
細
胞
生
物
学
、
生
理
学
、
生
化
学
、
薬
理
学
、
心
理
学
、
行
動
科
学
、
情
報
工
学
、
医
学
、
精

神
医
学
…
…
と
、
多
様
な
学
問
分
野
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
筆
者
の
専
門
は
計
算
論
的
神
経
科
学
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、

ヒ
ト
の
「
身
体
」
と
い
う
大
き
な
空
間
ス
ケ
ー
ル
を
舞
台
に
、
比
較
的
長
期
間
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
る
情
報
処
理
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研

究
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
分
子
生
物
学
で
は
、「
神
経
細
胞
」
と
い
う
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
世
界
を
舞
台
に
、
ミ
リ
秒

単
位
で
展
開
さ
れ
る
物
理
的
・
化
学
的
現
象
に
照
準
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
神
経
科
学
の
名
の
下
に
展
開
さ
れ
る
諸
研
究
の
関
心
や
手
法

は
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の
た
め
、
神
経
法
学
が
混
乱
す
る
こ
と
な
く
筋
道
の
立
っ
た
議
論
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
個
別
の
研
究
特
性
に

留
意
し
つ
つ
も
そ
れ
ら
を
超
え
て
問
題
整
理
が
で
き
る
視
点
設
定
が
必
要
と
な
る
。

2　

脳
測
定
と
脳
操
作
と
い
う
基
本
分
類

　

神
経
科
学
の
多
様
性
・
多
層
性
に
留
意
し
つ
つ
も
、
個
別
の
研
究
特
性
を
超
え
て
問
題
提
起
を
可
能
に
す
る
視
点
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、

神
経
系
に
影
響
を
与
え
る
技
術
の
態
様

0

0

0

0

0

に
よ
る
区
分
の
視
点
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
紹
介
す
る
二
類
型
か
ら
成
る
体
系
構
築
は
、
ま
さ
に
か

か
る
視
点
か
ら
の
整
理
で
あ
る
。

　

管
見
に
属
す
る
限
り
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
有
効
な
体
系
化
を
最
初
に
行
っ
た
の
は
、
ブ
レ
ン
ト
・
ガ
ー
ラ
ン
ド
（Brent 
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G
arl

）
16
（

and

）
で
あ
り
、
彼
は
、
神
経
科
学
技
術
の
特
性
に
着
目
し
た
、
次
の
よ
う
な
「
二
分
類
（tw

o-prong classification

）」
を
提
案
し
て

い
）
17
（

る
。

　

第
一
の
類
型
と
し
て
、「
脳
の
測
定
及
び
画
像
化
（m

onitoring and im
aging the brain

）」
に
か
か
る
技
術
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

技
術
が
行
う
の
は
、
脳
と
い
う
臓
器
の
物
理
的
な
「
構
造
」
や
「
機
能
」
の
可
視
化
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
の
処
理
・
解
析

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
第
二
の
類
型
は
、「
脳
の
操
作
（m

anipulation of the hum
an brain

）」
を
行
う
技
術
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

は
、
脳
と
い
う
臓
器
に
物
理
的
に
干
渉
し
、
そ
の
構
造
や
機
能
を
「
変
容
（m

odify

）」
す
る
技
術
で
あ
）
18
（
る
。「
脳
の
測
定
及
び
可
視
化
」

と
「
脳
の
操
作
」
と
を
隔
て
る
大
き
な
違
い
は
、
前
者
で
は
、
技
術
使
用
の
前
後
で
神
経
系
の
構
造
と
機
能
に
変
化
が
生
じ
な
い
一
方
、

後
者
で
は
そ
れ
ら
が
変
化
す
る
点
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
二
分
類
は
、
技
術
の
も
つ
神
経
系
に
対
す
る
〝
侵
襲
性
の
強
さ
〞
に
依

拠
し
た
区
分
と
言
う
こ
と
も
で
き
、
後
者
の
方
が
よ
り
強
い
侵
襲
性
を
伴
う
（
詳
し
く
は
後
述
）。

　

な
お
、Aspen Casebook Series
の
“Neuroscience and Law

”は
、
こ
の
二
分
類
を
継
受
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
脳
測
定
（Brain 

M
onito

）
19
（

ring

）」・「
脳
操
作
（Brain M
anipulat
）
20
（ion
）」
と
い
う
、
よ
り
簡
明
な
呼
称
に
置
き
換
え
て
い
る
。
本
稿
も
こ
れ
に
倣
う
こ
と
に
し

た
い
。

㈡　

脳
測
定

　
「
脳
測
定
」
は
、
技
術
の
使
用
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
「
情
報
の
性
質
」
と
そ
れ
に
付
随
す
る
「
リ
ス
ク
」
に
よ
る
区
分
が
可
能
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
①
脳
の
現
在
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
「
可
視
化
（visualization

）」、
②
可
視
化
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
を
処
理
・
解

析
す
る
こ
と
で
、
神
経
活
動
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
「
解
読
（decoding
）」、
③
可
視
化
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
、
被
験

者
の
将
来
を
推
測
す
る
「
予
測
（prediction

）」、
と
い
う
三
つ
の
小
項
目
に
区
分
で
き
る
。
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1　

可
視
化
（visualization

）

　

第
一
の
類
型
で
あ
る
「
可
視
化
」
は
、「
構
造
」
と
「
機
能
」
双
方
の
可
視
化
に
さ
ら
に
区
分
で
き
）
21
（

る
。
こ
こ
で
言
う
脳
の
「
構
造
」

と
は
そ
の
物
理
的
な
形
状
を
、「
機
能
」
と
は
脳
で
展
開
さ
れ
る
生
理
学
的
現
象
を
指
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
使
用
さ
れ
る
技
術
の
原
理
も
含

め
て
説
明
し
た
い
。

　

⑴　
「
構
造
」
の
可
視
化

　

最
も
古
典
的
な
手
法
は
目
視
に
よ
る
観
察
、
す
な
わ
ち
解
剖
で
あ
る
。
し
か
し
、
解
剖
は
死
後
の
生
物
の
脳
を
、
目
視
や
光
学
顕
微
鏡

を
用
い
て
、
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
で
書
き
留
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
生
物
が
生
き
て
い
る
状
態
で
、
そ
の
脳
の
構
造
を
可
視
化
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
空
間
分
解
能
（
ど
れ
ほ
ど
細
か
な
空
間
ス
ケ
ー
ル
で
把
握
で
き
る
か
）
に
も
限
界
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
放
射
線
が
発
見
さ
れ
る
と
、
Ｘ
線
（X-Ray

）
と
、
Ｃ
Ｔ
（Com

putational Topography

：
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
）
と
い
っ
た

撮
像
技
術
が
実
用
化
さ
れ
、
生
き
た
生
物
の
脳
の
構
造
を
可
視
化
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
分
厚
い
頭
蓋
骨
に
覆
わ
れ
た

軟
組
織
で
あ
る
脳
の
詳
細
な
分
析
に
は
限
界
が
あ
る
と
と
も
に
、
放
射
線
被
曝
の
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
た
め
使
用
回
数
に
制
約
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
構
造
の
可
視
化
に
お
い
て
大
き
な
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
と
な
っ
た
の
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（M

agnetic Resonance Im
aging

：
磁
気

共
鳴
画
）
22
（

像
）
の
登
場
で
あ
る
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
生
き
た
生
物
の
体
内
に
あ
る
脳
の
構
造
を
、
一
〇
〇
㎛
単
位
の
オ
ー
ダ
ー
の
空
間
分
解
能
と
い

う
詳
細
さ
で
撮
像
す
る
技
術
で
あ
る
。
ま
た
撮
像
の
た
め
に
照
射
す
る
の
は
電
磁
波
で
あ
る
た
め
、
放
射
線
に
被
曝
す
る
と
い
う
リ
ス
ク

も
な
い
。
最
近
で
は
、
水
分
子
の
拡
散
が
神
経
繊
維
と
沿
っ
た
方
向
で
は
速
く
な
り
、
直
交
す
る
方
向
で
は
遅
く
な
る
現
象
を
利
用
し
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
用
い
て
こ
の
拡
散
効
果
の
違
い
を
パ
ラ
メ
ー
タ
と
し
て
画
像
化
す
る
Ｄ
Ｗ
Ｉ
（
拡
散
強
調
画
像
）
を
テ
ン
ソ
ル
解
析
し
、
脳
内

の
神
経
繊
維
の
微
細
構
造
を
描
出
す
る
Ｄ
Ｔ
Ｉ
（D

iffusion Tensor Im
aging

：
拡
張
テ
ン
ソ
ル
画
像
）
も
登
場
し
た
。

　

こ
う
し
た
神
経
撮
像
技
術
を
用
い
た
構
造
の
可
視
化
は
、
外
傷
に
よ
る
脳
の
損
傷
や
、
病
変
を
高
い
空
間
分
解
能
で
把
握
可
能
で
あ
る

た
め
、
現
状
、
主
に
医
療
分
野
に
お
い
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
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⑵　
「
機
能
」
の
可
視
化

　

神
経
系
が
担
う
諸
機
能
は
、
ミ
ク
ロ
の
視
点
で
見
れ
ば
、「
神
経
細
胞
（nerve cell

）」（
ニ
ュ
ー
ロ
ン
）
の
働
き
（
の
集
合
）
に
よ
っ
て

実
現
さ
れ
る
。
複
雑
な
脳
の
機
能
も
、
お
よ
そ
一
億
個
と
い
わ
れ
る
神
経
細
胞
が
相
互
に
接
続
し
て
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
で
構
築
さ
れ

る
「
神
経
回
路
（neural circuit

）」
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
神
経
細
胞
の
情
報
伝
達
に
は
、
イ
オ
ン
電
流

や
神
経
伝
達
物
質
（
化
学
物
質
）、
膜
電
位
の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
活
動
電
位
」
と
い
う
電
気
信
号
が
用
い
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
神

経
細
胞
が
活
性
化
す
れ
ば
、
代
謝
活
動
に
伴
う
有
機
物
の
動
態
変
化
も
付
随
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
電
気
的
活
動
や
代
謝
動
態
を
測
定
す
れ

ば
、
脳
内
の
生
理
学
的
な
活
性
状
況
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
、
定
量
的
に
把
握
で
き
る
。
こ
う
し
た
機
能
の
可
視
化
を
行
う
技
術
は
機
能
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
（functional im

aging
）
と
総
称
さ
れ
て
い
る
。

　

①　

電
気
現
象
の
把
握

　

神
経
細
胞
の
内
部
で
生
じ
る
電
位
変
化
は
極
め
て
微
小
な
電
気
的
活
動
で
あ
り
、
測
定
時
に
ノ
イ
ズ
が
混
入
し
や
す
い
。
ま
た
、
神
経

細
胞
の
大
き
さ
は
平
均
〇
・
〇
二
㎜
と
非
常
に
小
さ
い
た
め
、
そ
の
活
動
を
ど
の
程
度
の
粒
度
で
把
握
で
き
る
か
（
空
間
分
解
能
）
は
、

測
定
方
法
（
典
型
的
に
は
身
体
的
侵
襲
を
伴
う
手
法
か
否
か
等
）
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。

　

非
侵
襲
的
な
手
法
と
し
て
は
、
頭
皮
脳
波
と
も
呼
ば
れ
る
Ｅ
Ｅ
Ｇ
（Electroencephalography

：
脳
波
計
測
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
頭
皮

上
に
電
極
を
配
置
し
、
数
千
〜
数
万
個
単
位
の
神
経
細
胞
の
電
位
変
化
を
総
量
的
に
把
握
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
空
間
分
解
能
は
高
く

な
い
。
こ
れ
と
類
似
の
手
法
に
、
電
位
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
磁
場
の
変
動
を
頭
皮
の
上
か
ら
測
定
す
る
Ｍ
Ｅ
Ｇ
（M

agnetoencephalog-

raphy

：
脳
磁
計
測
）
が
あ
る
。
ま
た
、
侵
襲
的
な
手
法
に
は
、
大
脳
皮
質
（
脳
の
表
面
）
に
シ
ー
ト
状
の
電
極
を
設
置
す
る
Ｅ
Ｃ
ｏ
Ｇ

（Electrocorticography

：
皮
質
脳
波
）
と
い
う
測
定
対
象
と
す
る
脳
領
域
の
選
択
性
に
優
れ
た
手
法
が
あ
る
。
よ
り
空
間
分
解
能
の
高
い
手

法
と
し
て
、
脳
の
組
織
に
電
極
を
埋
め
込
む
手
法
が
あ
る
。
例
え
ば
、
シ
リ
コ
ン
プ
ロ
ー
ブ
や
テ
ト
ロ
ー
ド
電
極
を
埋
め
込
み
、
複
数

（
数
個
〜
数
十
個
）
の
神
経
細
胞
の
活
動
を
同
時
に
記
録
す
る
「
マ
ル
チ
ユ
ニ
ッ
ト
記
録
」、
微
小
な
金
属
片
を
配
置
す
る
こ
と
で
単
一
の
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神
経
細
胞
に
照
準
す
る
「
単
一
ユ
ニ
ッ
ト
記
録
」
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
電
気
現
象
の
把
握
に
よ
る
機
能
の
可
視
化
に
お
い
て
は
、
空
間

分
解
能
の
高
さ
と
身
体
的
侵
襲
性
の
高
さ
と
が
比
例
関
係
に
あ
る
。

　

②　

代
謝
活
動
の
把
握

　

活
発
な
（
代
謝
）
活
動
を
し
て
い
る
脳
の
活
動
領
域
の
近
傍
で
は
、
血
流
量
や
血
液
量
が
増
加
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
ニ
ュ
ー

ロ
バ
ス
キ
ュ
ラ
ー
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
）。
こ
う
し
た
脳
活
動
と
代
謝
活
動
の
関
係
性
を
前
提
と
す
れ
ば
、
脳
内
の
血
流
動
態
を
把
握

す
る
こ
と
で
、
特
に
神
経
活
動
が
活
発
化
し
て
い
る
領
域
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

血
流
が
増
加
し
た
部
位
で
は
、
酸
素
化
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
（
反
磁
性
体
）
が
増
加
し
、
脱
酸
素
化
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
（
常
磁
性
体
）
が
減
少

す
る
。
そ
の
結
果
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る
測
定
を
行
っ
た
時
、
血
流
が
増
加
し
て
い
る
領
域
で
は
信
号
強
度
が
上
昇
す
る
Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
（Blood 

O
xygen Level D

ependent

）
効
）
23
（
果
が
生
じ
る
。
こ
の
信
号
強
度
の
差
異
を
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
脳
内
の
活
性
化
部
位
の

マ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
て
い
る
の
が
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（functional M

agnetic Resonance Im
aging

：
機
能
的
磁
気
共
鳴
画
像
）
で
あ
る
。
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
、

非
侵
襲
か
つ
高
い
空
間
分
解
能
を
誇
る
た
め
、
ヒ
ト
を
対
象
と
す
る
神
経
科
学
研
究
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
他
方
で
、
大
掛
か
り

な
設
備
が
必
要
に
な
る
こ
と
に
加
え
、
計
測
時
に
は
大
き
な
騒
音
が
発
生
す
る
た
め
、
日
常
と
は
か
け
離
れ
た
環
境
で
の
計
測
と
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
か
ら
、
特
に
測
定
精
度
の
高
さ
が
重
要
と
な
る
医
療
分
野
や
研
究
分
野
に
お
い
て
は
積
極
的
な
活
用
が

見
ら
れ
る
一
方
で
、
一
般
消
費
者
が
日
常
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
な
い
。
ま
た
、
撮
影
と
画
像
の
処
理
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、

測
定
の
時
間
分
解
能
（
ど
れ
ほ
ど
小
さ
な
単
位
時
間
の
現
象
を
把
握
で
き
る
か
）
は
電
気
現
象
を
把
握
す
る
手
法
に
劣
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
他
に
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
（Positron Em

ission Tom
ography

：
陽
電
子
放
出
断
層
撮
）
24
（
影
）、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
（N

ear-infrared Spectroscopy

：
近
赤
外

線
分
光
）
25
（

法
）
と
い
っ
た
技
術
が
あ
る
。
特
に
後
者
は
、
非
可
視
光
を
照
射
す
る
の
み
で
あ
る
た
め
非
侵
襲
的
で
あ
り
、
か
つ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の

よ
う
な
大
規
模
な
装
置
が
不
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
日
常
生
活
環
境
に
近
い
状
況
で
機
能
の
可
視
化
を
行
え
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

 

⑶　
「
可
視
化
」
に
伴
う
リ
ス
ク
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「
可
視
化
」
は
、
測
定
技
術
の
種
類
に
よ
っ
て
身
体
的
侵
襲
性
の
程
度
が
大
き
く
異
な
る
。
そ
し
て
、
空
間
分
解
能
と
身
体
的
侵
襲
性

は
比
例
関
係
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
よ
り
侵
襲
性
の
高
い
手
法
を
選
択
す
れ
ば
、
測
定
デ
ー
タ
の
精
度
が
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
一

度
埋
め
込
ん
だ
電
極
を
、
神
経
細
胞
の
密
集
し
た
脳
か
ら
取
り
出
す
こ
と
に
は
高
い
リ
ス
ク
が
伴
う
。
さ
ら
に
、
埋
め
込
み
手
術
か
ら
長

期
間
が
経
過
す
る
と
、
周
辺
組
織
と
電
極
が
癒
着
し
そ
の
除
去
は
さ
ら
に
難
し
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
電
極
を
埋
め
込
む
手
法
は
身
体
に

対
す
る
侵
襲
性
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
原
状
回
復
に
大
き
な
困
難
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
技
術
使
用
に
伴
う
〝
身
体
的
リ

ス
ク
〞
に
か
か
る
問
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
脳
の
構
造
や
機
能
（
特
定
の
事
象
に
脳
が
ど
の
よ
う
に
反
応
す
る
の
か
）
に
は
個
体
差
が
存
在
す
る
た
め
、
可
視
化
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
情
報
を
照
合
す
れ
ば
、
一
定
の
精
度
で
本
人
を
特
定
で
き
る
場
合
が
あ
る
（
さ
ら
に
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
か
ら
は
被
験
者
の
容
貌
の
再
現
も
可

能
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
）。
加
え
て
脳
の
構
造
や
機
能
状
態
か
ら
は
、
当
該
個
人
の
神
経
疾
患
や
頭
部
傷
害
の
経
歴
と
い
っ
た
セ
ン

シ
テ
ィ
ブ
性
の
高
い
情
報
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。「
可
視
化
」
に
よ
っ
て
取
得
で
き
る
情
報
に
こ
う
し
た
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
性
が

あ
る
以
上
、
そ
の
取
り
扱
い
に
は
慎
重
さ
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
身
体
的
リ
ス
ク
と
は
別
個
に
把
握
さ
れ
る
、〝
情
報
的
リ
ス

ク
〞
の
問
題
で
あ
る
。

　

後
述
す
る
「
解
読
」
や
「
予
測
」
と
の
関
係
で
は
、「
可
視
化
」
は
そ
の
第
一
段
階
を
構
成
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
な
る
。
特
に
、「
機
能
」

の
可
視
化
は
容
易
に
「
解
読
」
や
「
予
測
」
と
い
う
よ
り
リ
ス
キ
ー
な
ス
テ
ッ
プ
に
移
行
し
得
る
技
術
で
あ
る
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
よ
り
慎
重
に
リ
ス
ク
を
算
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

2　

解
読
（decoding

）

　

⑴　

ニ
ュ
ー
ラ
ル
・
デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

　

可
視
化
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
、
神
経
が
受
け
取
る
情
報
、
出
力
す
る
情
報
、
処
理
す
る
情
報
（
そ
こ
に
は
、
外
部
刺
激
に
由
来
す
る
五
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感
情
報
の
み
な
ら
ず
、
本
人
の
主
観
的
な
意
図
、
本
人
が
経
験
し
て
い
る
認
知
状
態
等
が
含
ま
れ
る
）
と
、
そ
の
時
に
生
じ
て
い
る
神
経
系
の
生
理

学
的
な
活
動
と
の
統
計
的
な
相
関
関
係
を
探
究
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
神
経
活
動
を
暗
号
に
見
立
て
て
、〝
暗
号

化
〞
さ
れ
た
情
報
の
〝
復
号
〞
を
試
み
る
研
究
が
登
場
し
た
。

　

た
と
え
ば
、
五
感
情
報
で
あ
れ
ば
い
か
な
る
刺
激
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
の
か
に
よ
っ
て
、
認
知
機
能
で
あ
れ
ば
被
験
者
の
内
観
報
告
に

基
い
て
、
運
動
指
令
で
あ
れ
ば
実
験
者
の
指
示
の
内
容
か
ら
、
測
定
さ
れ
た
神
経
活
動
が
ど
の
よ
う
な
行
動
や
認
知
機
能
に
対
応
す
る
も

の
で
あ
る
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
特
定
の
行
動
や
認
知
機
能
と
そ
れ
に
対
応
す
る
機
能
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
デ
ー
タ
と

の
組
み
合
わ
せ
を
大
量
に
取
得
す
れ
ば
、
理
論
的
に
は
そ
こ
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
特
徴
を
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
機
能

の
可
視
化
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
情
報
は
、
多
様
な
ノ
イ
ズ
が
混
じ
っ
て
い
る
上
に
、
非
常
に
複
雑
で
あ
る
た
め
、
あ
る
行
動
や
認
知
機
能

が
生
じ
た
時
の
み
共
通
し
て
み
ら
れ
る
〝
特
徴
〞
を
探
し
出
す
こ
と
は
、
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
一
変
さ
せ
た
の
が
機
械
学
習
に
代
表
さ
れ
る
情
報
解
析
技
術
の
発
達
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
い
精
度
で
神
経
機

能
の
可
視
化
デ
ー
タ
に
み
ら
れ
る
「
特
徴
量
」
を
探
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
神
経
系
が
受
容
し
、
処
理
し
、
出
力
し
て

い
る
情
報
の
意
味
内
容
と
神
経
系
の
活
動
状
態
と
の
対
応
関
係
を
記
述
す
る
（
非
常
に
複
雑
な
）
数
理
モ
デ
ル
の
構
築
が
実
現
し
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
神
経
活
動
を
あ
る
種
の
暗
号
に
見
立
て
、
構
築
さ
れ
た
数
理
モ
デ
ル
を
復
号
機
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
、
対
応
す

る
外
部
刺
激
や
行
動
、
認
知
状
態
を
統
計
的
な
相
関
関
係
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
す
る
「
ニ
ュ
ー
ラ
ル
・
デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
（neural 

decoding

）」（
暗
号
解
読
に
準
え
て
「
神
経
復
号
」
と
も
総
称
さ
れ
る
）
が
実
現
し
）
26
（

た
。

　

こ
の
「
ニ
ュ
ー
ラ
ル
・
デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
は
、
今
日
実
装
が
進
む
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
基
盤
的
技
術
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
精
度
向
上
が

ニ
ュ
ー
ロ
テ
ッ
ク
ブ
ー
ム
到
来
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
比
較
的
早
く
か
ら
臨
床
研
究
が
進
展
し
て
い
る
領
域
と
し
て
は
、
運
動
意
図
の

デ
コ
ー
ド
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
大
脳
（
特
に
運
動
野
）
の
皮
質
脳
波
（
Ｅ
Ｃ
ｏ
Ｇ
）
か
ら
運
動
意
図
を
ニ
ュ
ー
ラ
ル
・
デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

し
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
等
の
機
械
を
制
御
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
）
27
（
る
。
さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
頭
皮
脳
波
（
Ｅ
Ｅ
Ｇ
）
を
用
い
て
ロ
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ボ
ッ
ト
や
Ｖ
Ｒ
空
間
上
の
ア
バ
タ
ー
や
車
椅
子
を
制
御
し
た
事
例
も
登
場
し
て
き
）
28
（
た
。

　

ま
た
、
運
動
イ
メ
ー
ジ
に
付
随
す
る
感
覚
運
動
野
（sensorim

otor cortex

）
の
神
経
活
動
を
利
用
し
て
、
被
験
者
が
想
起
し
た
文
字

（
列
）
を
読
み
出
す
こ
と
に
成
功
に
し
た
事
例
も
あ
る
。
た
と
え
ば
二
〇
二
一
年
に
は
、
脊
髄
損
傷
を
負
っ
た
四
肢
麻
痺
患
者
を
対
象
と

し
た
研
究
で
、
文
字
列
を
手
書
き
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
付
随
し
て
生
ず
る
運
動
前
野
の
神
経
活
動
を
測
定
し
、
想
起
さ
れ
た
文
字
列
の
内
容

を
ニ
ュ
ー
ラ
ル
・
デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
に
テ
キ
ス
ト
と
し
て
入
力
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

推
定
精
度
は
九
四
％
、
入
力
速
度
は
毎
分
九
〇
文
字
に
達
し
た
と
い
）
29
（
う
。
こ
の
他
に
も
、
脳
幹
脳
卒
中
に
よ
り
痙
性
四
肢
麻
痺
と
構
音
障

害
を
負
っ
た
被
験
者
の
感
覚
運
動
野
の
神
経
活
動
か
ら
、
被
験
者
が
発
話
を
試
み
て
い
る
文
字
列
の
内
容
を
ニ
ュ
ー
ラ
ル
・
デ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
す
る
こ
と
に
も
成
功
し
て
い
）
30
（
る
。

　

こ
う
し
た
ニ
ュ
ー
ラ
ル
・
デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
対
象
が
拡
大
し
か
つ
、
精
度
が
現
在
の
ペ
ー
ス
で
向
上
す
れ
ば
、
上
述
し
た
よ
う
な
Ｂ

Ｍ
Ｉ
が
広
く
社
会
実
装
さ
れ
る
未
来
の
到
来
は
そ
う
遠
く
な
い
。
そ
こ
で
は
、（
遠
心
性
）
神
経
の
情
報
伝
達
機
能
の
射
程
が
、
身
体
を

超
え
て
外
部
環
境
に
ま
で
に
延
伸
す
る
こ
と
に
な
）
31
（

る
。
こ
れ
は
、
脳
が
直
接
外
界
に
情
報
を
出
力
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
物
理

的
な
制
約
か
ら
人
間
が
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
身
体
を
介
さ
ず
と
も
外
界
に
干
渉
し
、
他
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
も
夢
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
身
体
的
制
約
（
身
体
機
能
の
限
界
）
か
ら
の
解
放
は
、
特
に
、
Ａ
Ｌ
Ｓ

患
者
や
四
肢
麻
痺
患
者
の
福
利
向
上
や
積
極
的
な
社
会
参
画
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　

⑵　
「
解
読
」
に
伴
う
リ
ス
ク

　

現
在
、
高
い
精
度
で
成
功
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ラ
ル
・
デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
、
基
本
的
に
感
覚
運
動
野
の
神
経
活
動
か
ら
運
動
イ
メ
ー
ジ

を
解
読
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
、
様
々
な
認
知
機
能
と
そ
の
神
経
基
盤
（
大
脳
皮
質
が
そ
れ
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
感
覚
運
動

野
も
そ
の
一
部
で
あ
る
）
で
生
じ
る
神
経
活
動
と
の
相
関
関
係
の
探
究
が
進
め
ば
、
感
情
や
記
憶
、
嗜
好
や
虚
偽
・
偏
見
等
の
ニ
ュ
ー
ラ

ル
・
デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
実
現
す
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
）
32
（
る
。
そ
の
意
味
で
、「
解
読
」
は
、
神
経
法
学
が
警
戒
す
る
「
内
心
解
読
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（m
ind reading

）」
の
実
現
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
い
技
術
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
も
し
内
心
解
読
が
実
現
す
れ
ば
、
メ
ン
タ
ル
・
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
深
刻
な
問
題
が
生
じ
）
33
（

る
。

　

つ
ま
り
、「
解
読
」
と
い
う
領
域
は
、
憲
法
学
が
前
提
と
し
て
き
た
「
内
心
の
事
実
上
の
不
可
侵
性
」

―
《
内
心
領
域
に
属
す
る
精

神
作
用
を
外
部
か
ら
可
視
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
》
と
い
う
意
味
で
の
そ
れ

―
を
突
破
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
現

段
階
で
は
、
認
知
機
能
の
ニ
ュ
ー
ラ
ル
・
デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
研
究
段
階
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
精
度
の
高
い
「
解
読
」
を
行
う
た
め
に
は
、

高
い
身
体
的
侵
襲
性
を
伴
う
「
機
能
の
可
視
化
」
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
身
体
的
侵
襲
性
の
高
さ
が
一
つ
の
ブ
レ
ー
キ
と
し
て
機
能
す
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
研
究
開
発
の
進
展
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ
得
る
、
技
術
的
な
ハ
ー
ド
ル
に
過
ぎ
な
い
こ

と
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
一
度
技
術
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
が
生
じ
れ
ば
、
そ
の
実
装
を
妨
げ
る
事
実
上
の
要
因
は
不
在

と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ラ
ル
・
デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
統
計
的
相
関
関
係
を
探
究
す
る
解
析
技
術
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
相
関
関
係
に
基
づ
く
推
論
で
あ
る
以
上
は
、
ニ
ュ
ー
ラ
ル
・
デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
結
果
〝
解
読
〞
さ
れ
た
本
人
の

意
図
や
認
知
状
況
に
誤
差
が
生
じ
る
可
能
性
を
完
全
に
は
除
去
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
極
端
な
場
合
に
は
、
主
観
的
に
は
全

く
誤
り
で
あ
る
意
図
や
認
知
状
況
が
、
本
人
に
帰
属
さ
れ
得
る
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

3　

予
測
（prediction

）

　

⑴　
〝
ブ
レ
イ
ン
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
〞
と
将
来
予
測

　

二
〇
〇
〇
年
に
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
全
塩
基
配
列
が
初
め
て
解
読
さ
れ
て
以
降
、
遺
伝
情
報
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
化
が
進
ん
だ
。
そ
の
結
果
現

在
で
は
、
遺
伝
配
列
や
特
異
的
な
突
然
変
異
（
典
型
的
に
は
一
塩
基
多
型
）
に
基
づ
い
て
、
将
来
特
定
の
疾
病
に
罹
患
す
る
確
率
を
導
き
出

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
と
同
様
の
現
象
が
、
近
い
将
来
に
脳
情
報
で
も
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
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こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た
よ
う
な
「
可
視
化
」
や
「
解
読
」
の
結
果
得
ら
れ
る
情
報
が
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積
さ
れ
る
と
、
現
在

の
脳
の
「
構
造
」
や
「
機
能
」
に
関
わ
る
情
報
を
、
将
来
の
学
力
や
能
力
、
健
康
状
態
、
性
格
や
行
動
の
傾
向
と
相
関
さ
せ
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
脳
の
特
定
領
域
の
構
造
（
前
頭
極
の
灰
白
質
体
積
と
白
質
拡
散
異
方
性
）
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
与
え
ら
れ

た
課
題
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
「
や
り
抜
く
力
」
の
有
無
を
予
測
し
た
研
究
が
あ
）
34
（
る
。

　

⑵　
「
予
測
」
に
伴
う
リ
ス
ク

　

も
し
近
い
将
来
に
脳
情
報
か
ら
将
来
の
行
動
や
性
格
、
健
康
状
態
を
予
測
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
情
報
に
基

づ
く
不
利
益
取
り
扱
い
や
差
別
が
行
わ
れ
る
リ
ス
ク
が
指
摘
で
き
る
。
Ｓ
Ｆ
的
な
想
像
力
に
喩
え
を
求
め
れ
ば
、
こ
う
し
た
「
予
測
」
の

活
用
を
適
切
に
統
制
で
き
な
け
れ
ば
、
映
画
『
ガ
タ
カ
』
や
、
ア
ニ
メ
シ
リ
ー
ズ
の
『PSYCH

O
-PASS

』
が
描
い
た
よ
う
な
デ
ィ
ス

ト
ピ
ア
的
世
界

―
測
定
さ
れ
た
生
体
情
報
に
基
づ
い
て
、
本
人
に
選
択
の
余
地
が
与
え
ら
れ
な
い
ま
ま
人
生
が
決
定
さ
れ
て
し
ま
う
社

会

―
が
到
来
す
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。

㈢　

脳
操
作

　
「
脳
操
作
」
と
は
、
神
経
系
の
構
造
と
機
能
を
変
容
さ
せ
る
行
為
を
指
す
。
そ
の
た
め
、「
身
体
」
に
対
す
る
一
定
の
〝
侵
襲
性
〞
が
必

然
的
に
伴
う
。
ま
た
、
神
経
系
が
認
知
機
能
の
実
現
を
担
っ
て
い
る
以
上
、
脳
操
作
の
リ
ス
ク
算
定
に
お
い
て
は
「
精
神
」
に
対
す
る
侵

襲
も
問
題
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
身
体
と
精
神
の
両
面
に
お
い
て
変
容
を
も
た
ら
し
得
る
行
為
で
あ
る
以
上
、
本
人
の
同
意
が
強
く
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
ま
ず
、
本
人
の
同
意
が
あ
る
操
作
と
、
そ
れ
が
存
在
し
な
い
操
作
、
つ
ま
り
「
介
入

（intervention

）」
と
に
大
き
く
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
介
入
」
は
、
本
人
の
意
思
の
如
何
を
問
わ
ず
、
第
三
者
が
行
う
操
作
で
あ

る
た
め
、
本
人
の
意
思
を
乗
り
越
え
る
と
い
う
意
味
で
、「
身
体
的
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
」
の
み
な
ら
ず
「
精
神
的
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
」
が

侵
害
さ
れ
る
リ
ス
ク
の
あ
る
領
域
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
特
別
な
警
戒
が
必
要
と
な
る
領
域
で
あ
）
35
（
る
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他
方
、
本
人
同
意
に
基
づ
く
脳
操
作
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
伝
統
的
に
医
療
が
担
っ
て
き
た
分
野
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
代
表

的
類
型
は
「
治
療
（treatm

ent

）」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
点
、
治
療
行
為
と
関
連
を
持
ち
つ
つ
も
、
そ
れ
と
は
「
目
的
」
に
お

い
て
区
別
さ
れ
る
「
増
強
（enhancem

ent

）」
と
い
う
操
作
類
型
も
広
く
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。「
治
療
」
と
「
増
強
」
の
区
分

に
つ
い
て
、
一
般
的
な
定
説
は
存
在
し
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、「
治
療
」
に
は
、
神
経
系
の
機
能
の
維
持
や
回
復
を
目
的
と
し
た
神
経
系

に
対
す
る
操
作
を
、「
増
強
」（
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
）
に
は
、
神
経
系
の
機
能
の
維
持
と
回
復
を
超
え
て
「
構
造
や
機
能
（form

 or 

functioning

）
を
改
良
す
る
た
め
」
に
実
行
さ
れ
る
脳
操
作
を
分
類
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
）
36
（
い
。
こ
の
三
類
型
に
つ
い
て
は
二
以
降
で
個

別
に
説
明
す
る
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
領
域
の
内
部
で
も
、
操
作
に
付
随
す
る
侵
襲
性
の
強
さ
に
よ
っ
て
、
潜
在
す
る
リ
ス
ク
に
は
差
異
が
生
じ
る
。
な
お
、

こ
こ
で
言
う
侵
襲
性
の
強
度
を
考
え
る
上
で
は
、
外
科
手
術
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
神
経
系
の
「
構
造
」
に
対
す
る
影
響
と
、
神
経
系
の
電

気
的
・
化
学
的
活
動
、
す
な
わ
ち
「
機
能
」
に
対
す
る
影
響
と
の
双
方
を
見
て
正
確
に
判
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
先
に
若
干
触
れ
た
よ
う
に
、
神
経
系
の
構
造
と
機
能
に
対
す
る
操
作
は
、
神
経
系
が
認
知
機
能
の
基
盤
で
あ
る
以
上
、〝
精

神
〞
に
対
す
る
干
渉
を
意
味
し
得
る
こ
と
に
も
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
脳
操
作
技
術
は
、
憲
法
学
が
前
提
と
し
て
き
た
「
内
心

の
事
実
上
の
不
可
侵
性
」

―
《
内
心
領
域
に
属
す
る
精
神
作
用
に
外
部
か
ら
干
渉
す
る
こ
と
は
不
可
能
》
と
い
う
意
味
で
の
そ
れ

―

を
突
破
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
脳
操
作
は
身
体
的
リ
ス
ク
と
精
神
的
リ
ス
ク
の
双
方
が
潜
在
す
る
技
術
領
域
で
あ
り
、

㈡
で
紹
介
し
た
「
脳
測
定
」
と
比
較
し
た
と
き
に
一
層
重
大
な
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
技
術
に
付
随
す
る
身
体
的
侵

襲
性
の
差
異
に
注
目
し
な
が
ら
、
脳
操
作
に
用
い
ら
れ
る
各
種
の
技
術
に
つ
い
て
簡
単
な
説
明
を
加
え
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

1　

脳
操
作
の
手
法

　

⑴　

外
科
手
術



神経法学の体系

149

　

伝
統
的
な
脳
操
作
の
一
つ
に
、
神
経
系
の
構
造
を
変
化
さ
せ
る
外
科
手
術
が
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
付
随
す
る
身
体
的
侵
襲
性
は

高
く
、
そ
の
処
置
の
多
く
は
不
可
逆
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
外
科
手
術
が
唯
一
の
治
療
法
で
あ
る
疾
患
も
多
く
、
医
療
分
野
で
は
必
要
不

可
欠
な
手
法
と
な
っ
て
い
る
。

　

⑵　

電
気
・
磁
気
的
刺
激

　

神
経
系
が
電
気
的
な
回
路
と
し
て
の
性
質
を
も
つ
こ
と
を
利
用
し
、
電
気
刺
激
及
び
磁
気
刺
激
で
そ
の
機
能
に
干
渉
す
る
方
法
が
あ
）
37
（

る
。

ま
ず
、
電
気
刺
激
に
つ
い
て
で
あ
る
。
神
経
細
胞
に
電
気
刺
激
を
与
え
て
膜
電
位
を
変
化
さ
せ
る
と
、
そ
の
賦
活
（
興
奮
性
）
レ
ベ
ル
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
電
気
は
細
胞
体
（
神
経
細
胞
の
〝
本
体
〞）
だ
け
で
な
く
軸
索
も
刺
激
す
る
た
め
、
周
辺
に
刺

激
が
伝
播
し
易
く
空
間
分
解
能
に
は
総
じ
て
優
れ
な
い
。

　

比
較
的
低
侵
襲
な
手
法
に
、
頭
皮
上
に
配
置
し
た
電
極
か
ら
数
ミ
リ
ア
ン
ペ
ア
程
度
の
弱
い
直
流
電
流
を
流
す
「
ｔ
Ｄ
Ｃ
Ｓ

（Transcranial D
irect Current Stim

ulation
：
経
頭
蓋
直
流
電
気
刺
激
法
）」
が
あ
り
、
通
電
に
伴
う
痛
み
が
小
さ
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

ま
た
、
神
経
可
塑
性
（
神
経
系
の
構
造
・
機
能
が
後
天
的
に
変
化
す
る
性
質
）
を
誘
導
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
刺
激
の
効
果
が
長
期

間
持
続
す
る
可
能
性
が
あ
）
38
（
る
。
先
行
研
究
に
よ
り
、
ｔ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
が
統
合
失
調
症
の
陰
性
症
状
や
気
分
障
害
を
緩
和
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ

リ
等
に
か
か
る
認
知
機
能
を
向
上
さ
せ
得
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
き
）
39
（
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ｔ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
が
認
知
機
能
や
精
神
状
況
に
影
響
を
与

え
得
る
こ
と
を
実
証
的
に
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
比
較
的
、
空
間
分
解
能
に
優
れ
る
も
の
に
、
脳
内
に
埋
め
込
ん
だ
電
極
か

ら
電
気
刺
激
を
行
う
Ｄ
Ｂ
Ｓ
（D

eep Brian Stim
ulation

：
脳
深
部
刺
激
）
が
あ
る
。
し
か
し
、
脳
定
位
手
術
が
必
要
と
な
る
た
め
身
体
的

侵
襲
性
が
高
く
、
継
続
的
に
刺
激
を
行
う
場
合
、
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
の
た
め
の
手
術
に
伴
う
感
染
症
リ
ス
ク
等
も
生
じ
る
。
ま
た
、
電
極

や
バ
ッ
テ
リ
ー
が
脳
内
に
埋
め
込
ま
れ
る
た
め
、
磁
場
を
利
用
す
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
受
け
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
電
気
刺
激
は
、
高
い
空
間

分
解
能
を
得
る
に
は
、
身
体
的
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
ト
レ
ー
ド
オ
フ
を
は
ら
む
。

　

次
に
磁
気
刺
激
は
、
磁
界
の
変
化
に
よ
っ
て
誘
導
さ
れ
る
渦
電
流
を
利
用
し
、
強
制
的
に
活
動
電
位
を
引
き
起
こ
す
手
法
で
あ
る
。
代
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表
例
と
し
て
、
頭
皮
上
に
金
属
コ
イ
ル
を
配
置
し
非
侵
襲
的
に
大
脳
皮
質
の
神
経
細
胞
を
刺
激
す
る
「
Ｔ
Ｍ
Ｓ 

（Transcranial M
agnetic 

Stim
ulation

：
経
頭
蓋
磁
気
刺
激
）」
が
あ
）
40
（

る
。
Ｔ
Ｍ
Ｓ
は
、
数
百
マ
イ
ク
ロ
秒
間
持
続
す
る
パ
ル
ス
電
流
に
よ
り
神
経
細
胞
を
刺
激
す
る
た

め
時
間
分
解
能
に
優
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
電
気
的
手
法
と
同
様
に
刺
激
が
周
辺
領
域
に
伝
播
し
や
す
く
、
さ
ほ
ど
空
間
分
解
能
は
高
く

な
い
。
し
か
も
、
装
置
は
大
掛
か
り
で
あ
る
た
め
、
ｔ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
と
比
較
し
て
携
行
性
に
優
れ
な
い
と
い
う
短
所
が
あ
る
。
な
お
、
磁
気
刺

激
も
、
精
神
疾
患
の
治
療
法
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

⑶　

化
学
刺
激

　

神
経
伝
達
物
質
や
神
経
調
節
物
質
は
、
対
応
す
る
「
受
容
体
」
に
特
異
的
に
結
び
つ
き
、
特
定
の
種
類
の
神
経
細
胞
に
選
択
的
に
作
用

す
る
性
質
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
受
容
体
に
対
す
る
抗
体
を
投
与
す
る
こ
と
で
も
、
脳
内
の
生
化
学
現
象
に
干
渉
で
き
る
。
化
学
刺
激
の

代
表
例
に
は
抗
精
神
病
薬
や
抗
不
安
薬
等
の
分
類
さ
れ
る
「
向
精
神
薬
（psychoact

）
41
（ive

）」
が
あ
る
。
化
学
刺
激
は
、
侵
襲
的
に
脳
内
に

直
接
注
入
す
る
場
合
は
別
と
し
て
、
経
口
摂
取
等
で
は
代
謝
経
路
を
通
じ
た
自
然
な
拡
散
に
任
せ
る
ほ
か
な
い
。
つ
ま
り
、
化
学
刺
激
も

付
随
す
る
身
体
的
侵
襲
性
と
空
間
分
解
能
は
比
例
関
係
に
あ
る
。
加
え
て
、
そ
の
効
果
は
複
雑
な
代
謝
系
の
機
能
に
依
存
す
る
た
め
、
時

間
分
解
能
も
高
く
な
い
。

　

⑷　

光
刺
激

　
「
オ
プ
ト
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
（optogenetics

）」
は
、
ウ
ィ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
を
用
い
て
光
活
性
タ
ン
パ
ク
を
細
胞
膜
に
導
入
し
、
光
刺
激

を
用
い
て
対
象
と
な
る
神
経
細
胞
（
群
）
の
機
能
を
操
作
す
る
技
術
で
あ
る
。
神
経
細
胞
の
興
奮
と
抑
制
を
双
方
向
的
に
操
作
で
き
る
こ

と
が
特
徴
の
一
つ
で
あ
）
42
（

る
。

　

光
刺
激
を
用
い
る
た
め
マ
イ
ク
ロ
秒
〜
ミ
リ
秒
単
位
と
い
う
高
い
時
間
分
解
能
を
有
し
、
光
活
性
タ
ン
パ
ク
を
発
現
さ
せ
た
神
経
細
胞

の
み
を
特
異
的
に
刺
激
す
る
た
め
、
非
常
に
高
い
空
間
分
解
能
を
有
す
る
。
こ
う
し
た
特
性
か
ら
、
研
究
手
法
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

疾
患
の
治
療
法
と
し
て
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
対
象
に
光
刺
激
を
到
達
さ
せ
る
た
め
に
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
や
光
フ
ァ
イ
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バ
ー
等
を
外
科
手
術
で
埋
め
込
む
こ
と
が
必
要
と
な
る
た
め
、
身
体
的
侵
襲
性
は
高
い
。

2　

治
療
、
増
強
、
介
入
の
領
域
特
性

　

⑴　

治　

療

　

脳
操
作
が
治
療
目
的
で
使
用
さ
れ
る
場
合
、
当
該
技
術
の
安
全
性
と
有
効
性
、
副
作
用
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
器
等
の
規
制

制
度
（
日
本
で
は
「
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
等
）
に
基
づ
く
臨
床
試
験
を
通
じ
て
確
認
さ
れ
る
の

が
通
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
医
師
等
の
専
門
家
に
よ
っ
て
施
術
さ
れ
る
た
め
、
比
較
的
リ
ス
ク
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
領
域
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
先
述
し
た
脳
操
作
一
般
に
付
随
す
る
潜
在
的
な
リ
ス
ク
（
特
に
精
神
的
侵
襲
に
至
る
潜
在
的
可
能
性
）
に
つ
い
て

は
慎
重
に
判
断
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

⑵　

増　

強

　
「
増
強
」
に
使
用
さ
れ
る
技
術
の
ほ
と
ん
ど
が
医
療
分
野
で
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
目
的
の
差
異
に
か
か
わ
ら
ず
「
増

強
」
と
「
治
療
」
と
で
問
題
に
な
る
リ
ス
ク
は
重
な
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
特
に
「
認
知
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
（cognitive 

enhancem

）
43
（ent

）」
と
総
称
さ
れ
る
操
作
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
特
異
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

現
状
の
認
知
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
専
門
家
の
知
見
に
基
づ
か
ず
に
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
重
篤
な
副
作
用
の
発

生
や
思
わ
ぬ
事
故
を
招
き
か
ね
な
い
と
い
う
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
。
象
徴
的
な
事
例
に
、〝
ス
マ
ー
ト
ド
ラ
ッ
グ
（sm

art drug

）〞
が
あ

り
、
使
用
し
て
い
た
学
生
が
依
存
症
状
を
呈
し
薬
物
中
毒
へ
と
転
落
し
た
事
例
も
知
ら
れ
て
い
）
44
（

る
。
ま
た
、
最
近
で
は
薬
剤
だ
け
で
な
く
、

ｔ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
デ
バ
イ
ス
を
自
作
し
て
使
用
す
る
例
も
あ
り
、
そ
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
）
45
（
る
。

　

そ
も
そ
も
現
時
点
で
は
、
確
固
た
る
効
果
量
の
示
さ
れ
た
認
知
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
の
方
が
少
数
派
で
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ

ろ
）
46
（
う
。
し
か
し
、
ｔ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
の
使
用
が
記
憶
力
の
向
上
効
果
を
発
生
さ
せ
た
こ
と
を
報
告
す
る
研
究
も
散
見
さ
れ
）
47
（
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
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将
来
的
に
有
効
な
認
知
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
が
成
立
す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
こ
の
場
合
、
入
手
コ
ス
ト
や
地
域
格
差
な
ど
に
よ
る

恩
恵
の
公
平
分
配
に
か
か
る
問
題
や
、
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
を
行
う
よ
う
に
社
会
的
な
圧
力
が
か
か
り
、
本
人
に
よ
る
自
律
的
な
選
択
が

不
可
能
に
な
る
リ
ス
ク
が
指
摘
さ
れ
て
い
）
48
（
る
。
ま
た
、
学
力
試
験
な
ど
能
力
を
測
定
す
る
評
価
シ
ス
テ
ム
の
存
在
意
義
を
有
名
無
実
化
し

か
ね
ず
、
社
会
が
採
用
す
る
評
価
体
系
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
既
存
の
評
価
体
系
を
守
る
た
め
に
認
知

エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
を
社
会
的
に
統
制
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
使
用
を
許
容
し
別
個
の
評
価
体
系
を
構
築
す
る
の
か
（
そ
も
そ
も

構
築
で
き
る
の
か
）
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
、
神
経
法
学
者
の
ニ
タ
・
フ
ァ
ラ
ハ
ニ
ー
（N

ita A. Farahany

）
が
「
増
強
」
だ

け
で
な
く
「
減
弱

0

0

（dim
inishing

）」
も
問
題
に
な
り
得
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
双
方
共
に
「
自
己
決
定
権
（right to self-

determ
ination

）」
の
下
で
保
障
す
べ
き
旨
の
主
張
を
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
）
49
（

る
。

　

⑶　

介　

入

　

本
人
の
同
意
を
伴
わ
な
い
操
作
に
分
類
さ
れ
る
「
介
入
」
は
、
技
術
の
侵
襲
性
だ
け
で
な
く
、
介
入
主
体
に
由
来
す
る
リ
ス
ク
の
違
い

も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
典
型
的
に
「
介
入
」
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
の
は
、
精
神
疾
患
を
抱
え
る
患
者
に
対
す
る
強
制
医
療
介
入
の

分
野
で
あ
っ
）
50
（

た
。
措
置
入
院
や
投
薬
の
強
制
の
よ
う
に
、
通
常
、
強
制
医
療
介
入
は
病
院
で
医
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、
対
象

が
刑
事
被
告
人
や
受
刑
者
で
あ
る
場
合
、
強
制
医
療
介
入
の
主
体
は
国
家
権
力
に
な
る
。
国
家
に
よ
る
脳
操
作
は
、
内
心
の
自
由
に
対
す

る
直
接
的
制
約
に
な
り
得
る
以
上
、
憲
法
学
と
し
て
は
高
度
の
正
当
化
事
由
を
求
め
る
こ
と
に
な
ろ
）
51
（
う
。
ま
た
、
一
見
本
人
同
意
を
伴
う

脳
操
作
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
権
力
の
非
対
称
性
や
社
会
的
圧
力
な
ど
の
理
由
で
選
択
の
余
地
が
本
人
に
残
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、

「
介
入
」
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
場
合
も
あ
り
得
る
。
例
え
ば
ガ
ー
ラ
ン
ド
は
、
そ
の
現
実
的
な
可
能
性
と
し
て
、
薬
物
犯
に
対
し
て
刑

罰
の
代
わ
り
に
脳
操
作
を
用
い
た
依
存
症
の
治
療
を
受
け
る
選
択
肢
を
与
え
る
こ
と
を
例
示
す
）
52
（

る
。
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㈣　

小　

括

　

こ
こ
ま
で
の
体
系
的
俯
瞰
を
整
理
す
る
と
、
図
１
の
よ
う
に
表

す
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
特
徴
と
し
て
、
第
一
に
、
技
術
の
使
用
が
人
間
の
在
り
方

や
社
会
に
ど
の
よ
う
な
可
能
性
と
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す
の
か
、
と

い
う
点
を
関
心
の
主
軸
と
し
た
体
系
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
神
経
科
学
技
術
の
も
た
ら
し

得
る
問
題
状
況
を
俯
瞰
的
に
整
理
す
る
法
実
務
的
体
系
と
し
て
の

機
能
を
も
つ
。

　

第
二
に
、
本
体
系
は
、
リ
ス
ク
の
度
合
い
に
よ
っ
て
領
域
を
区

分
す
る
、
リ
ス
ク
の
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
・
ス
ケ
ー
ル
と
し
て
の
機

能
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
通
り
、
基
本
的
に
神

経
系
の
構
造
・
機
能
の
可
視
化
（
画
像
化
）
と
そ
れ
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
行
わ
れ
る
推
論
や
予
測
が
分
類
さ
れ
て
い

る
「
脳
測
定
」
よ
り
も
、
神
経
系
の
構
造
・
機
能
に
干
渉
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
不
可
逆
的
な
変
化
を
与
え
得
る
「
脳
操
作
」
の
方

が
、
一
般
的
に
リ
ス
ク
は
高
く
な
る
。
さ
ら
に
、「
脳
測
定
」
と

「
脳
操
作
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
内
部
も
、
リ
ス
ク
の

脳測定
(brain monitoring)

神
経
科
学
技
術

脳操作
(brain manipulation)

可視化
(visualization)

解読
(decoding)

予測
(prediction)

治療
(treatment)

増強
(enhancement)

介入
(intervention)

図１　脳測定・脳操作の二分類
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ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
・
ス
ケ
ー
ル
に
応
じ
た
分
類
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
図
１
の
チ
ャ
ー
ト
は
上
か
ら
下
と
い
う
順
序
で
リ
ス
ク
が
大

き
い
と
い
う
見
積
り
に
基
づ
い
て
い
る
。
要
す
る
に
、
法
学
と
し
て
警
戒
す
べ
き
リ
ス
ク
の
強
度
に
応
じ
た
チ
ャ
ー
ト
化
と
し
て
提
示
し

た
つ
も
り
で
あ
る
。三　

神
経
法
学
〝
体
系
〞
に
つ
い
て
の
留
意
点
と
補
正

㈠
「
神
経
系
」
全
体
に
照
準
す
る
必
要
性

　

ガ
ー
ラ
ン
ド
に
よ
る
体
系
は
、「
脳0

測
定
」
と
「
脳0

操
作
」
と
い
う
「
二
分
類
」
が
既
に
示
す
よ
う
に
、「
脳
」
を
強
調
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
（
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
本
稿
も
そ
の
用
語
を
使
用
し
て
き
た
）。
た
し
か
に
、「
脳
」
は
、
認
知
機
能
（
知
覚
、
運
動
の
制
御
・
学
習
、

記
憶
、
情
動
等
）
を
担
当
す
る
情
報
処
理
の
中
枢
た
る
重
要
な
臓
器
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
脳
の
機
能
も
、

神
経
系
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
、
身
体
各
部
（
末
梢
神
経
）
と
双
方
向
的
な
情
報
の
や
り
取
り
が
行
わ
れ
る
こ
と

で
、
は
じ
め
て
正
常
に
機
能
し
得
る
の
で
あ
）
53
（
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
中
枢
神
経
系
の
一
部
で
あ
る
「
脳
」
の
み
を
取
り
出
し
、
あ
た
か
も

そ
れ
を
聖
域
で
あ
る
か
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
こ
と
は
、
神
経
系
の
機
能
か
ら
見
て
不
適
切
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
例
え
ば
、
測
定
に

つ
い
て
言
え
ば
、
脳
の
運
動
指
令
は
、
身
体
各
部
の
筋
肉
に
電
極
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
筋
電
と
し
て
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
操
作
に
つ
い
て
も
神
経
系
の
各
部
（
末
梢
神
経
系
や
脊
髄
等
）
を
通
じ
て
、
い
わ
ば
バ
イ
パ
ス
的
に
脳
に
干
渉
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。

　

し
た
が
っ
て
、
神
経
法
学
体
系
で
あ
る
こ
と
を
志
向
す
る
以
上
、「
脳
」
を
「
神
経
」
に
改
め
て
、「
神
経
測
定
（neural m

onitoring

）」、

「
神
経
操
作
（neural m

anipulation

）」
と
体
系
分
類
を
補
正
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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㈡　

測
定
と
操
作
の
相
対
化

　

第
二
の
課
題
は
、
測
定
と
操
作
の
二
元
的
分
類
を
相
対
化
し
得
る
技
術
の
登
場
で
あ
る
。
そ
の
代
表
例
と
し
て
「
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
（neurofeedback

）」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
神
経
活
動
を
可
視
化
し
、
そ
れ
と
連
動
す
る
モ
ニ
タ
ー
上
の
図
形
や
音
声
と

い
っ
た
視
覚
や
聴
覚
情
報
を
本
人
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
特
定
の
神
経
活
動
を
随
意
的
に
誘
導
す
る
訓
練
の
こ
と
を
指
）
54
（
す
。

　

つ
ま
り
、「
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」
で
は
、
機
能
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
情
報
を
本
人
に
対
し
て
提
示
し

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
際
に
使
用
さ
れ
る
の
は
、
五
感
情
報
（
モ
ニ
タ
ー
に
表
示
さ
れ
る
視
覚
情
報
や
、
神
経
活
動
と
連
動
す
る
聴
覚
情

報
）
で
あ
っ
て
、
神
経
系
の
機
能
に
直
接
干
渉
す
る
も
の
で
も
、
ま
し
て
や
神
経
系
の
構
造
を
変
化
さ
せ
る
も
の
で
も
な
い
。
つ
ま
り
、

ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
、
ガ
ー
ラ
ン
ド
の
二
分
類
に
従
え
ば
、
基
本
的
に
神
経
測
定
（
可
視
化
）
に
分
類
さ
れ
る
技
術
で
あ
る
。

し
か
し
、
特
定
の
神
経
活
動
の
有
無
に
つ
い
て
の
情
報
を
抽
出
し
て
本
人
に
提
示
し
、
そ
れ
を
随
意
的
に
誘
導
す
る
よ
う
訓
練
を
重
ね
る

こ
と
で
、
狙
っ
た
神
経
活
動
を
本
人
の
意
図
に
基
づ
い
て
誘
導
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
脳
測
定
を
用
い
た
訓
練
の
結
果
、
神
経

系
の
機
能
が
（
さ
ら
に
、
神
経
可
塑
性
が
誘
導
さ
れ
れ
ば
、
構
造
も
）
変
容
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
、

脳
測
定
と
脳
操
作
の
区
分
を
相
対
化
す
る
技
術
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
、「
デ
コ
ー
デ
ッ
ト
・
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（decoded neurofeedback: D

ecN
ef

）」
と
総
称
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
の
一
種
は
、
被
験
者
が
訓
練
内
容
を
自
覚
せ
ず
と
も
、
任
意
の
神
経
活
動
を
誘
導
で
き
る
と
い
う
特
徴
が
あ
）
55
（
る
。
例
え
ば
、
本

人
に
恐
怖
の
対
象
を
想
起
な
い
し
意
識
さ
せ
な
い
状
況
下
で
、
恐
怖
感
情
を
緩
和
さ
せ
る
訓
練
を
行
え
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
）
56
（

る
。
具
体

的
に
は
、
本
人
の
神
経
系
の
活
性
状
況
を
可
視
化
し
、
そ
れ
が
恐
怖
対
象
に
暴
露
さ
れ
た
時
と
似
通
っ
た
パ
タ
ー
ン
を
示
し
た
場
合
に
、

何
ら
か
の
報
酬
を
本
人
に
与
え
る
と
い
う
訓
練
を
行
う
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
実
際
に
恐
怖
対
象
に
暴
露
し
た
場
合
に
生
じ
る
恐

怖
感
情
を
緩
和
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
被
験
者
は
恐
怖
対
象
と
何
ら
関
係
の
な
い
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
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情
報
、
例
え
ば
画
面
上
に
表
示
さ
れ
る
図
形
の
サ
イ
ズ
や
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
鳴
ら
さ
れ
る
音
に
従
っ
て
訓
練
す
る
こ
と
で
、
結
果
的
に

恐
怖
感
情
を
緩
和
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
のD

ecN
ef

の
特
性
は
、
恐
怖
感
情
の
減
弱
の
た
め
に
は
、
避
け
て
通

れ
な
か
っ
た
恐
怖
対
象
の
想
起
や
暴
露
に
伴
う
苦
痛
を
回
避
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
等
の
精
神
疾
患
に
対
す
る
治
療
法
へ

の
応
用
を
図
る
上
で
は
大
き
な
利
点
と
な
る
。
一
方
で
、
そ
の
他
の
領
域
で
応
用
さ
れ
た
場
合
に
は
、D

ecN
ef

を
通
じ
た
認
知
機
能

（
精
神
）
に
対
す
る
干
渉
を
拒
絶
す
る
契
機
を
本
人
か
ら
剝
奪
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
得
る
特
性
と
も
言
え
る
た
め
、D

ecN
ef

は
脳
操
作

の
中
で
も
「
介
入
」
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

㈢　

概
念
の
ゆ
ら
ぎ

　

ガ
ー
ラ
ン
ド
の
所
説
に
依
拠
し
つ
つ
整
理
し
た
〝
体
系
〞
は
、
主
に
神
経
科
学
技
術
と
そ
の
社
会
実
装
に
照
準
し
、
リ
ス
ク
の
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
の
布
置
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
序
で
触
れ
た
よ
う
に
、
神
経
法
学
が
考
察
し
て
き
た
の
は
技
術
の
社
会

実
装
と
そ
の
リ
ス
ク
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
神
経
科
学
が
も
た
ら
す
知
見
や
技
術
が
社
会
科
学
の
基
本
的
概
念
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

も
、
特
に
刑
事
責
任
の
再
検
討
を
中
心
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
神
経
法
学
の
体
系
と
し
て
神
経
科
学
全
体
を
視
野
に
含
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
神
経
科
学
が
法
概
念
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
も
、
問
題
領
域
と
し
て
主
題
化
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
問
題
領
域
を
、
以
下
の
三
つ
に
区
分
し
て
、
神
経
法
学

の
体
系
に
組
み
込
ん
で
お
く
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

1　
「
身
体
」
と
「
心
」
の
ゆ
ら
ぎ

　

⑴　
「
身
体
」
の
ゆ
ら
ぎ

　

か
つ
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
は
、
電
気
技
術
（
情
報
技
術
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
「
中
枢
神
経
系
が
技
術
的
に
拡
張
す
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る
」
も
の
、
つ
ま
り
は
、「
身
体
の
拡
張
」
を
も
た
ら
す
技
術
と
説
い
）
57
（
た
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
人
間
の
ア
ク
セ
ス
可
能
な
情
報
が
量

的
に
拡
大
す
る
こ
と
を
指
し
た
比
喩
で
あ
り
、
文
字
通
り
中
枢
神
経
系
の
射
程
が
延
伸
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
本
稿
で
縷
々
扱
っ
て
き
た
神
経
科
学
技
術
の
現
代
的
進
展
の
中
で
も
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
、
ま
さ
に
神
経
系
の
射
程
を
情
報

0

0

的
に
延
伸
す
る

0

0

0

0

0

0

技
術
で
あ
り
、〝
身
体
〞
を
拡
張
す
る
技
術
と
し
て
実
装
が
進
ん
で
い
）
58
（
る
。
そ
の
意
味
で
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
予
言
は
的
中

し
た
と
言
っ
て
よ
い
。
神
経
系
と
い
う
情
報
回
路
（≒

人
）
に
と
っ
て
身
体
と
は
、「
世
界
（
環
境
）
を
認
識
し
、
世
界
で
行
動
し
、
世

界
に
存
在
す
る
」
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
と
評
さ
れ
る
こ
と
が
あ
）
59
（
る
。
と
こ
ろ
が
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
、
そ
の
よ
う
な
身
体
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
介
さ
ず

に
神
経
系
と
外
部
環
境
と
の
情
報
授
受
を
可
能
に
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
に
よ
っ
て
神
経
系
と
情
報
的
に

0

0

0

0

接
続

さ
れ
た
機
械
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
ア
バ
タ
ー
、
セ
ン
サ
ー
等
は
、〝
も
う
ひ
と
つ
の
身
体
〞
と
し
て
、「
世
界
（
環
境
）
を
認
識
し
、
世
界
で
行

動
し
、
世
界
に
存
在
す
る
」
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
、
生
ま
れ
持
っ
た
生
身
の
身

体
と
は
別
個
の
、
新
た
な
「
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
身
体
」
の
獲
得
を
可
能
に
す
る
技
術
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
、「
身
体
」
が
〝
皮
膚
〞

と
い
う
従
前
の
境
界
線
を
越
え
、
外
部
環
境
に
ま
で
拡
張
す
る
可
能
性
が
生
じ
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
に
よ
る
機
械
や
ア
バ

タ
ー
の
制
御
が
既
に
実
装
段
階
に
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
今
日
に
お
い
て
身
体
概
念
は
既
に
ゆ
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

⑵　
「
心
」
の
ゆ
ら
ぎ

　

ゆ
ら
ぐ
の
は
身
体
概
念
だ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、「
心
の
生
物
学
」
と
も
称
さ
れ
る
神
経
科
学
が
、
心
の
生
理
的
基
盤
を
探
究
し
て

き
た
学
問
で
も
あ
る
以
）
60
（

上
、
そ
の
進
展
は
、
必
然
的
に
、「
心
（m

ind

）」
の
あ
り
か
を
改
め
て
主
題
化
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
心
脳
問
題

（m
ind-brain problem

）」
で
あ
る
。
神
経
科
学
が
脳
と
い
う
臓
器
の
構
造
と
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
中
で
、
そ
れ
ら
の
ど
こ
に
「
心
」
が

宿
っ
て
い
る
の
か
、
そ
も
そ
も
脳
と
区
別
し
て
「
心
」
な
る
も
の
を
概
念
化
で
き
る
の
か
、
が
問
題
と
な
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
心
と
脳

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
脳
の
物
質
的
動
態
と
心
的
機
能
と
を
同
視
す
る
「
心
脳
同
一
説
（m

ind-brain identity theory

）」
や
、
心
を
脳

の
情
報
処
理
機
能
と
み
な
す
「
心
の
計
算
理
論
（com

putational theory of m
ind

）」
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
仮
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
段
階
に
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と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
論
争
に
決
着
を
つ
け
る
た
め
に
は
、
神
経
科
学
だ
け
で
な
く
、
哲
学
、
心
理
学
、
認
知
科
学
の
知
見
も
援

用
し
て
、
我
々
の
言
う
「
心
」
な
る
も
の
が
一
体
何
で
あ
る
の
か
を
、〝
科
学
の
言
語
〞
で
特
定
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
と
の
関
係
で
重
要
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
科
学
的
言
語
へ
の
〝
翻
訳
〞
は
、
憲
法
学
に
お
い
て
も
重
要
な
問
題
と
な
る
点
で
あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
内
心
の
事
実
上
の
不
可
侵
性
を
突
破
し
、
内
心
領
域
に
侵
入
し
て
く
る
神
経
科
学
技
術
を
前
に
、
内
心
の
聖
域
性
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
内
心
の
内
奥
（
核
心
領
域
）
へ
の
撤
退
と
防
衛
線
の
引
き
直
し
が
必
要
と
な
）
61
（
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
神
経
科
学
が
そ

の
専
門
的
な
言
語
体
系
で
腑
分
け
す
る
神
経
系
の
機
能
と
構
造
に
、「
内
心
の
精
神
作
用
」
を
位
置
付
け
直
し
、
内
心
領
域
の
外
延
と
核

心
と
い
う
階
層
性
に
沿
っ
て
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
さ
ら
に
、
仮
に
こ
う
し
た
マ
ッ
ピ
ン
グ
に
成
功
し
た
と
し
て
も
、

区
別
さ
れ
た
脳
の
構
造
や
機
能
に
対
す
る
保
障
強
度
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け
る
こ
と
が
現
実
的
に
可
能
か
と
い
う
点
も
問
題
に
な
る

だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
内
心
の
核
心
領
域
へ
の
撤
退
戦
略
と
は
真
逆
に
、「
拡
張
し
た
心
論
（the Extended M

ind Theory

）」
を
梃
子
に

し
て
、
神
経
科
学
技
術
の
使
用
や
神
経
系
と
接
続
さ
れ
た
外
部
環
境
に
ま
で
精
神
的
自
由
権
に
よ
る
保
障
を
拡
張
さ
せ
る
戦
略
も
提
案
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
）
62
（

る
。
こ
の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
法
学
分
野
に
お
い
て
は
「
心
」
を
内
奥
へ
の
撤
退
と
外
界
へ
の
延
伸
と
い
う
双

方
向
の
動
き
の
中
で
捉
え
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
意
思
主
体
（
人
格
）
の
存
立
や
自
律
性
の
所
在
、
精
神
的
自
由
と
神
経
系
と
の
関
係
も
問
題
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

2　
「
自
由
」
の
ゆ
ら
ぎ

　

神
経
科
学
の
目
標
の
一
つ
に
、「
意
識
」
の
謎
、
す
な
わ
ち
、
人
間
の
知
覚
、
思
考
、
感
情
、
意
思
決
定
等
の
認
知
機
能
の
科
学
的
解

明
が
あ
）
63
（
る
。
も
っ
と
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
研
究
は
未
だ
発
展
途
上
に
あ
り
、
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
遠
い
未
来
の
こ
と
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
意
識
研
究
が
次
々
に
も
た
ら
す
様
々
な
知
見
は
、
自
由
意
思
の
実
在
性
を
問
い
、
自
由
概
念
そ
れ
自
体
を

も
既
に
動
揺
さ
せ
て
い
る
。
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実
際
に
、
今
日
で
は
、
意
識
と
無
意
識
の
時
間
的
先
後
関
係
を
問
題
に
し
た
リ
ベ
ッ
ト
の
実
験
（「
一　

序
」
参
照
）
と
は
異
な
る
ベ
ク

ト
ル
で
自
由
意
思
概
念
を
動
揺
さ
せ
得
る
研
究
が
登
場
し
て
い
る
。
運
動
学
習
に
か
か
る
著
名
な
研
究
者
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ク
ラ
カ
ウ

ア
ー
（John W

. Krakauer

）
ら
は
、
上
肢
到
達
運
動
を
題
材
に
し
た
研
究
に
お
い
て
、
外
部
環
境
を
一
定
の
条
件
に
基
づ
い
て
構
築
し
た

場
合
に
、
本
人
が
そ
の
主
観
の
中
で
立
て
た
「
意
識
的
な
戦
略
」
を
脳
内
で
組
み
上
げ
ら
れ
た
「
無
意
識
的
な
計
画
」
が
オ
ー
バ
ー
ラ
イ

ド
し
、
本
人
の
意
思
に
反
す
る
上
肢
到
達
運
動
が
、
無
意
識
の
う
ち
に
実
現
さ
れ
て
し
ま
う
現
象
を
発
見
し
）
64
（
た
。

　

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
上
肢
到
達
運
動
と
い
う
非
常
に
初
歩
的
な
運
動
に
か
か
わ
る
学
習
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
り
、
こ
の
知
見
を
も
っ

て
直
ち
に
私
た
ち
が
日
常
的
に
実
践
し
て
い
る
意
思
決
定
や
判
断
等
に
代
表
さ
れ
る
高
次
の
認
知
機
能
に
つ
い
て
も
同
様
の
現
象
が
生
じ

得
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
早
計
で
あ
る
。
し
か
し
、
ト
イ
モ
デ
ル
的
な
意
思
判
断
と
い
え
ど
も
、
運
動
の
実
行
過
程
に
お
い
て
は
、
意

識
と
脳
内
で
進
行
す
る
無
意
識
的
な
プ
ロ
セ
ス
（
す
な
わ
ち
本
人
の
意
識
的
な
統
制
の
及
ば
な
い
も
の
）
と
が
相
剋
関
係
に
あ
り
（
し
た
が
っ
て
、

リ
ベ
ッ
ト
の
実
験
の
よ
う
に
両
者
の
時
間
的
先
後
関
係
に
よ
る
の
で
は
な
く
）、
場
合
に
よ
っ
て
は
後
者
が
前
者
を
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ド
す
る
状
況

が
現
実
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
リ
ベ
ッ
ト
の
実
験
が
意
識
的
意
思
に
先
立
つ
無
意
識
的
プ
ロ
セ
ス
（
運
動
準
備
電
位
）
の
存
在
を
理
由
に
「
決
定
論
」
の
見

地
か
ら
、
自
由
な
意
思
の
実
在
を
疑
う
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ク
ラ
カ
ウ
ア
ー
ら
の
実
験
は
、
意
識
的
意
思
を
無
意
識
的
な
プ
ロ

セ
ス
が
上
書
き
す
る
現
象
の
存
在
を
指
摘
し
、
自
由
意
思
の
実
在
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
自
由
意
思
の
常
在
性
に
挑
戦
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
意
識
の
謎
に
挑
む
心
の
生
物
学
た
る
神
経
科
学
の
研
究
が
進
展
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
に
、
自
由
意
思
に
対
す
る
挑
戦
は
増

え
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
決
定
論
的
な
自
由
意
思
の
実
在
の
否
定
で
あ
れ
、
自
由
意
思
の
常
在
性
の
否
定
で
あ
れ
、

刑
事
責
任
や
刑
罰
論
、
民
法
学
に
お
け
る
意
思
主
義
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
分
野
の
基
本
的
概
念
に
も
そ
の
影
響
が
波
及
す
る
こ
と
に
な
る
。
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3　
「
人
間
」・「
世
界
」
の
ゆ
ら
ぎ

　

⑴　
「
人
間
」
の
ゆ
ら
ぎ

　

さ
ら
に
将
来
的
に
は
、
人
間
観
さ
え
動
揺
す
る
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
人
間
の
〝
個
別
性
〞
の
消
失
で
あ
る
。「
身
体

の
拡
張
」
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
に
よ
っ
て
接
続
さ
れ
た
物
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
、
身
体
の
境
界
線
を
「
融
解
」
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
、
使
用
者
の
神
経
系
が
〝
他
者
〞
た
る
別
個
の
情
報
シ
ス
テ
ム
と
情
報
的
に
接
続
す
る
「
心
の
接
続
」
は
、
一
つ
の
認
知
過
程
が
複
数

の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
跨
っ
て
実
現
さ
れ
る
可
能
性
を
ひ
ら
く
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
技
術
水
準
が
こ
の
段
階
に
ま
で
到
達
す
れ
ば
、
心
の
境
界
線
さ

え
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
「
融
解
」
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
、
人
間
の
個
別
性
を
保
つ
物
理
的
・
精
神
的
な

境
界
線
の
双
方
が
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
Ｉ
ｏ
Ｂ
（Internet of Brains

）
の
中
で
「
融
解
」
し
て
い
く
可
能

性
が
あ
）
65
（

る
。

　

さ
ら
に
、
神
経
科
学
技
術
の
発
展
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
Ｓ
Ｆ
的
な
未
来
に
、
神
経
系
の
機
能
を
丸
ご
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
上
に

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
、「
マ
イ
ン
ド
・
ア
ッ
プ
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
が
あ
る
。
こ
の
技
術
の
特
徴
の
一
つ
は
、
人
間
の
本
質
を
神
経
系
の
機

能
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
そ
の
情
報
処
理
機
構
的
性
格
に
見
出
す
点
に
あ
る
。
も
し
仮
に
、
マ
イ
ン
ド
・
ア
ッ
プ
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
実
現

す
れ
ば
、
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
た
存
在
は
、
有
機
的
な
身
体
を
失
っ
た
、〝
情
報
的
生
命
体
〞
に
な
る
。
こ
う
し
た
事
態
が
到
来
す
れ
ば
、

い
わ
ゆ
る
「
計
算
論
的
人
間
観
」
が
現
実
の
も
の
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
）
66
（
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
神
経
科
学
技
術
が
発
展
し
た
未
来
に
お
い
て
は
、
人
間
観
（
人
間
と
い
う
存
在
）
そ
れ
自
体
が
動
揺
す
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

⑵　
「
世
界
」
の
ゆ
ら
ぎ

　

Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
も
た
ら
し
得
る
可
能
性
の
一
つ
に
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
（
Ｖ
Ｒ
）
世
界
（
メ
タ
バ
ー
ス
、
Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ゲ
ー
ム
等
）
へ
の

フ
ル
ダ
イ
ブ
が
あ
）
67
（
る
。
具
体
的
に
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
に
よ
る
神
経
系
の
延
伸
が
バ
ー
チ
ャ
ル
世
界
に
ま
で
及
び
、
生
身
の
身
体
と
同
じ
よ
う
に
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ア
バ
タ
ー
を
制
御
し
、
か
つ
、

体
性
感
覚
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
得
る
こ
と
が
可
能
に
な
れ
ば
、

本
人
の
主
観
の
上
で
は
現
実
世

界
と
Ｖ
Ｒ
世
界
の
境
界
は
曖
昧

な
も
の
に
な
る
。「
神
経
操
作
」

の
進
展
に
よ
り
、
神
経
に
人
工

的
に
入
力
可
能
な
情
報
量
が
増

え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
Ｖ
Ｒ
世

界
は
現
実
世
界
に
近
づ
き
、
場

合
に
よ
っ
て
は
現
実
を
超
え
る

〝
リ
ア
リ
テ
ィ
〞
を
獲
得
す
る

だ
ろ
う
。
目
下
の
と
こ
ろ
こ
う

し
た
フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術
が
実
現

す
る
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い

が
、
も
し
神
経
科
学
技
術
の
さ

ら
な
る
進
展
に
よ
っ
て
そ
れ
が

実
現
す
る
日
が
来
れ
ば
、
私
た

ち
の
世
界
観
さ
え
も
動
揺
さ
せ

神経操作
 (neural manipulation)

神
経
科
学
・
神
経
科
学
技
術

概念のゆらぎ
(shift of concept)

治療
(treatment)

増強
(enhancement)

介入
(intervention)

心・身体
(body / mind)

自由
(liberty)

人間観・世界観
(humanity / worldview)

神経測定
(neural monitoring)

可視化 
(visualization)

解読
(decoding)

予測 
(prediction)

図２　神経法学の体系
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ら
れ
る
日
が
来
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

以
上
の
よ
う
な
留
意
点
と
補
正
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
神
経
法
学
の
体
系
を
図
示
す
る
と
、
図
２
の
よ
う
に
な
る
。

四　

日
本
国
憲
法
学
説
の
可
能
性
と
限
界

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
神
経
法
学
の
〝
体
系
〞
が
配
置
す
る
問
題
群
に
対
応
す
る
法
の
諸
分
野
に
は
、
刑
事
法
、
民
事
法
、
行
政

法
、
医
事
法
等
の
多
様
な
領
域
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
各
法
領
域
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
議
論
を
、
あ
る
種
メ
タ
的
に
統
制
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
憲
法
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
な
し
得
る
の
か
、
そ
の
可
能
性
と
限
界
に
つ
き
、
日
本
国
憲
法
学
に
よ
せ
て
、
暫
定
的
に
展

望
を
示
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

㈠　

内
心
の
自
由

1　

内
心
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化

　

⑴　

内
心
領
域
の
聖
域
化

　

日
本
国
憲
法
一
九
条
は
思
想
・
良
心
の
自
由
を
保
障
し
て
い
る
が
、
こ
の
権
利
は
、「
内
心
の
自
由
」
を
保
障
す
る
も
の
と
解
す
る
の

が
支
配
的
学
説
で
あ
）
68
（

る
。
日
本
国
憲
法
学
で
は
、
従
前
よ
り
「
人
格
形
成
」
の
た
め
の
精
神
活
動
が
存
在
す
る
場
を
内
心
領
域
に
定
め
、

そ
こ
に
「
人
間
と
し
て
の
本
質
に
基
づ
く
最
高
の
価
値
」
を
見
出
し
、
当
該
領
域
の
規
律
は
個
人
の
自
律
に
委
ね
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と

理
解
し
て
き
）
69
（

た
。
つ
ま
り
、
内
心
と
い
う
領
域
の
内
部
に
、「
人
格
」
と
い
う
あ
る
種
の
神
聖
不
可
侵
な
も
の
が
宿
る
た
め
に
、
内
心
と

外
界
の
境
界
線
に
絶
対
不
可
侵
の
壁
を
築
い
て
、
人
格
を
密
閉
す
る
こ
と
で
そ
の
防
護
を
確
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
内
心
領
域
全
体
を
一
律
に
不
可
侵
と
し
た
た
め
、
内
心
の
内
部
構
造
、
内
心
と
外
界
の
境
界
設
定
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
の
検

討
が
そ
れ
に
よ
っ
て
停
止
す
る
と
い
う
逆
説
的
状
況
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、「
人
格
形
成
の
た
め
の
内
心
の
精
神
活
動
」
や
「
人

間
の
本
質
」
が
何
で
あ
る
か
、
そ
れ
ら
に
抵
触
す
る
行
為
と
は
何
か
、
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
探
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、

内
心
は
絶
対
不
可
侵
の
聖
域
と
さ
れ
る
こ
と
で
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
、
精
神
の
核
心
を
そ
の
ま
ま
封
印
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
憲
法

一
九
条
に
つ
い
て
の
議
論
そ
の
も
の
ま
で
も
封
印
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
）
70
（
る
。

　

⑵　

絶
対
的
保
障
と
事
実
上
の
不
可
侵
性

　

こ
う
し
た
聖
域
化
は
、
内
心
の
精
神
世
界
に
対
す
る
直
接
的
な
干
渉
が
そ
も
そ
も
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
が
ゆ
え
に
な
さ
れ
た
こ
と
で

あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
い
か
に
権
力
が
そ
こ
に
干
渉
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
と
し
て
も
、
内
心
領
域
に
ア
ク
セ
ス
す
る
手
段
が

―
外
的

行
為
を
操
作
す
る
こ
と
く
ら
い
し
か

―
存
在
し
な
い
た
め
、
絶
対
的
保
障
を
措
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、「
神
経
測
定
」（
ニ
ュ
ー
ラ
ル
・
デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
）
は
《
内
心
領
域
に
属
す
る
精
神
作
用
を
外
部
か
ら
可
視
化
す
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

は

不
可
能
で
あ
る
》
と
い
う
意
味
で
の
不
可
侵
性
を
、「
神
経
操
作
」
は
《
内
心
領
域
に
属
す
る
精
神
作
用
に
外
部
か
ら
干
渉
す
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

は

不
可
能
で
あ
る
》
と
い
う
意
味
で
の
不
可
侵
性
を
突
破
す
る
技
術
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
技
術
の
臨
床
応
用
が
進
ん
で
い
る
今
日
、
絶
対

的
保
障
を
支
え
て
い
た
外
部
世
界
と
内
心
の
防
護
壁
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

2　

絶
対
的
不
可
侵
性
が
も
た
ら
す
不
都
合

　

⑴　

内
心
と
外
部
行
為
と
の
遮
断

　

ま
た
「
内
心
作
用
」
に
絶
対
的
不
可
侵
性
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
、「
内
心
と
連
動
す
る
外
部
的
行
為
に
も
絶
対
的
保
障
論
を
及
ぼ
せ

ば
、
社
会
秩
序
が
成
立
し
な
く
な
る
、
と
い
う
懸
念
」
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
）
71
（

た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、「
内
心
作
用
は
多
か
れ
少
な
か
れ
外

部
的
行
為
と
連
動
す
る
も
の
で
あ
る
」
こ
と
自
体
は
認
識
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
心
と
外
部
行
為
の
連
関
様
相
の
解
明
を
正
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面
か
ら
論
ず
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
本
来
で
あ
れ
ば
相
互
に
連
関
す
る
関
係
を
認
め
て
こ
そ
理
解
が
深
ま
る

は
ず
の
一
九
条
解
釈
学
説
と
二
一
条
解
釈
学
説
と
の
接
続
が
阻
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

⑵　

防
御
権
的
構
成
の
限
界

　

さ
ら
に
、
内
心
の
完
全
防
護
を
死
守
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
神
経
科
学
技
術
が
内
心
と
外
界
と
の
架
橋
を
可
能
に
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
福
利
や
自
由
を
確
保
・
増
進
で
き
る
局
面
も
多
数
登
場
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
重
度
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
や
植
物
状
態
の
患
者
の

よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ラ
ル
・
デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
内
心
領
域
に
存
在
す
る
〝
発
話
の
意
図
〞
を
解
読
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て

こ
そ
、
そ
の
意
思
の
伝
達
の
自
由
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
麻
痺
患
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
神
経

操
作
に
よ
る
運
動
機
能
の
回
復
や
、
出
力
型
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
ニ
ュ
ー
ラ
ル
・
デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
）
に
よ
る
外
部
環
境
の
制
御
が
可
能
に
な
れ
ば
、

Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
大
き
く
向
上
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
）
72
（

う
。

　

こ
れ
ら
の
技
術
は
い
ず
れ
も
外
界
か
ら
内
心
領
域
に
干
渉
す
る
技
術
と
も
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
絶
対
的
不
可
侵
性
の
も
つ
防
御
権

的
構
成
ゆ
え
に
、
内
心
領
域
に
対
す
る
干
渉
や
介
入
を
本
人
自
身
が
求
め
た
場
合
に
つ
い
て
の
議
論
は
十
分
に
展
開
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
絶
対
的
保
障
論
の
一
つ
の
限
界
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

⑶　

高
次
認
知
機
能
へ
の
照
準
を
超
え
て

　

ま
た
、
憲
法
一
九
条
は
、
精
神
作
用
一
般
か
ら
「
思
想
」
と
「
良
心
」
と
を
選
び
出
し
、
そ
れ
ら
に
特
別
な
保
障
を
与
え
て
き
た
。
そ

の
た
め
、
神
経
科
学
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
一
九
条
は
基
本
的
に
〝
意
識
的
な
〞
認
知
プ
ロ
セ
ス
に
照
準
し
て
き
た
と
言
え
よ
う
。
し
か

し
、
三
㈢
1
⑵
で
触
れ
た
意
識
と
無
意
識
の
相
克
関
係
に
関
す
る
ク
ラ
カ
ウ
ア
ー
ら
の
研
究
の
よ
う
に
、
脳
内
で
進
行
す
る
〝
無
意
識
的

な
プ
ロ
セ
ス
〞
が
、
個
人
の
意
思
や
判
断
、
学
習
と
い
っ
た
高
次
の
認
知
機
能
に
と
っ
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

憲
法
学
に
お
い
て
は
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
〝
無
意
識
的
な
プ
ロ
セ
ス
〞
へ
の
技
術
的
干
渉
が
、
思
想
や
良
心
の
変
容
を

も
た
ら
し
得
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
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そ
う
で
あ
れ
ば
、「
思
想
」
や
「
良
心
」
と
い
っ
た
比
較
的
高
次
な
認
知
機
能
と
の
遠
近
で
保
障
の
範
囲
と
強
度
を
決
め
る
こ
と
は
、

無
意
識
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
果
た
す
重
要
な
役
割
を
見
逃
す
こ
と
に
つ
な
が
り
、
む
し
ろ
無
意
識
的
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
経
由

し
た
高
次
認
知
機
能
の
操
作
を
放
置
し
か
ね
な
い
危
険
が
あ
る
。

㈡　

個
人
の
尊
重

1　

物
語
と
化
し
た
人
格

　

そ
も
そ
も
、
内
心
領
域
が
聖
域
化
さ
れ
た
積
極
的
な
理
由
が
人
格
の
守
護
に
あ
る
以
上
、
内
心
の
自
由
に
お
け
る
「
人
格
説
」
が
示
す

よ
う
に
、
絶
対
不
可
侵
領
域
を
再
画
定
す
る
上
で
は
〝
人
格
〞
と
の
距
離
が
一
つ
の
指
標
と
な
る
。
こ
の
点
、
日
本
国
憲
法
全
体
を
貫
く

「
個
人
の
尊
重
」（
一
三
条
）
の
基
底
に
あ
る
原
理
を
「
人
格
的
自
律
」
と
し
て
描
き
出
そ
う
と
し
た
佐
藤
幸
治
の
所
説
が
導
き
の
糸
に
な

り
得
よ
う
。

　

し
か
し
、
佐
藤
幸
治
は
「
人
格
的
自
律
」
と
い
う
価
値
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
人
格
の
存
立
基
盤
あ
る
い
は
自
律
を
可
能
と
す
る
基
盤

が
精
神
作
用
の
ど
こ
に
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
、
着
床
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
立
ち
入
っ
て
探
究
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ

り
に
佐
藤
は
、「
人
格
的
自
律
」
を
「
自
己
の
生
の
作
者
」（
社
会
に
あ
っ
て
も
「
自
己
の
幸
福
を
追
求
し
て
懸
命
に
生
き
る
姿
」）
が
描
き
出
す

〝
物
語
（narrative

）〞
に
読
み
替
え
て
説
明
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
人
格
的
自
律
」（
あ
る
い
は
人
格
）
に
つ
い
て
、
そ
の
存
立
基
盤

に
か
か
る
内
在
的
な
分
析
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
む
し
ろ
物
語
化
（
抽
象
化
）
し
、
そ
れ
を
個
人
の
物
語
か
ら
、
主
権
者
た
る
国
民
が
共
有

す
べ
き
、
憲
法
の
物
語
、
政
治
共
同
体
の
物
語
に
ま
で
外
部
拡
張
す
る
方
向
に
出
た
の
で
あ
）
73
（

る
。

2　

物
語
か
ら
科
学
へ

　

し
か
し
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
科
学
技
術
に
よ
っ
て
内
心
領
域
の
封
印
は
解
か
れ
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
性
は
既
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
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内
心
や
人
格
を
科
学
的
に
分
解
し
操
作
の
対
象
に
す
る
神
経
科
学
技
術
に
対
抗
し
、
な
お
聖
域
と
す
べ
き
内
心
領
域
を
保
全
す
る
た
め
に

は
、
内
心
や
人
格
（
的
自
律
）
を
〝
物
語
〞
と
し
て
抽
象
化
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
存
立
基
盤
も
含
め
て
科
学
的
に
解
明
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
神
経
科
学
技
術
が
自
由
や
人
格
、
自
律
に
対
し
て
与
え
る
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
適
切
に
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
内
心
に
対
す
る
操
作
を
事
実
上
無
制
約
に
許
容
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
り
と
て
、
神
経
科

学
技
術
を
丸
ご
と
拒
絶
す
る
の
も
不
合
理
で
あ
ろ
う
。
神
経
科
学
技
術
の
も
た
ら
す
可
能
性
と
危
険
性
を
前
に
し
て
、
内
心
領
域
を
適
切

に
再
画
定
す
る
た
め
に
は
、
人
格
的
自
律
を
「
物
語
」
の
力
を
借
り
て
語
る
の
で
は
な
く
、「
科
学
」
の
言
語
で
語
る
必
要
が
あ
る
。

㈢　

憲
法
学
に
お
け
る
情
報
論
的
転
回

1　

情
報
論
的
転
回

　

こ
う
し
た
、
科
学
の
言
葉
で
の
語
り
直
し
を
す
る
上
で
は
、
佐
藤
幸
治
の
「
情
報
」
に
対
す
る
着
目
が
有
効
な
出
発
点
を
提
供
し
て
く

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
佐
藤
は
、
表
現
の
自
由
を
「
思
想
・
信
条
・
意
見
の
表
出
活
動
」
の
自
由
で
は
な
く
、「
思
想
・
信
条
・
意
見
・

知
識
・
事
実
・
感
情
な
ど
人
の
精
神
活
動
に
か
か
わ
る
一
切
の
も
の
（
こ
れ
を
包
含
し
て
『
情
報

0

0

』
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
の
伝
達
に
関
す
る

活
動
の
自
由
」（
強
調
筆
者
）
と
し
て
理
解
す
）
74
（

る
。
つ
ま
り
、
佐
藤
は
、
従
来
「
言
論
」「
表
現
」「
思
想
・
信
条
・
意
見
・
知
識
・
事

実
・
感
情
な
ど
」
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
、「
情
報
」
で
共
約
し
て
、
二
一
条
の
統
合
的
解
釈
の
下
に
置
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
佐
藤
は
、
二
一
条
の
保
障
射
程
を
「
情
報
流
通
」
全
般
と
置
き
、
そ
れ
を
「
情
報
収
集
―
情
報
提
供
（
伝
播
）
―
情
報
受
領
の

全
過
程
を
包
摂
す
る
」
動
態
的
な
サ
イ
ク
ル
と
し
て
捉
え
る
。
ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
に
つ
い
て
も
、
表
現
の
自
由
と
同
様
に
、

「
個
人
情
報
の
収
集
、
利
用
、
集
積
、
お
よ
び
提
供
の
全
過
程
に
つ
い
て
、
情
報
主
体
に
よ
る
統
制
を
認
め
る
」
権
利
と
し
て
論
じ
る
こ

と
で
「
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
」
説
、
い
わ
ゆ
る
情
報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
考
え
方
を
日
本
国
憲
法
学
に
導
入
し
）
75
（

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
佐
藤
は
「
情
報
」
と
い
う
視
点
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
を
再
構
成
す
る
こ
と
で
、
精
神
的
自
由
権
学
説
に
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「
情
報
論
的
転
回
」
を
持
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
種
の
〝
情
報
シ
ス
テ
ム
〞
で
あ
る
神
経
系
を
研
究
す
る
神
経
科
学
や
、

そ
れ
に
干
渉
す
る
神
経
科
学
技
術
と
の
相
性
が
良
い
。
つ
ま
り
、「
情
報
」
と
い
う
概
念
を
媒
介
項
と
し
て
神
経
科
学
（
特
に
計
算
論
的
な

そ
れ
）
の
知
見
や
技
術
実
装
を
憲
法
的
統
制
の
も
と
に
お
く
可
能
性
を
開
い
た
と
言
え
る
。

2　

一
九
条
と
二
一
条
の
架
橋

　

他
方
で
、
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
従
前
で
あ
れ
ば
、
一
九
条
は
内
心
作
用
に
対
す
る
干
渉
、
す
な
わ
ち
、
神
経

系
の
可
視
化
や
操
作
に
対
応
し
、
二
一
条
は
外
部
の
情
報
環
境
の
操
作
に
対
応
す
る
と
い
う
整
理
で
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
整
理
は
、
内
心
領
域
と
外
部
と
の
断
絶
を
保
障
し
て
き
た
身
体
的
境
界
を
迂
回
し
得
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
や
、
外
部
の
情
報
環
境

の
操
作
に
よ
っ
て
内
心
に
干
渉
す
る
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
登
場
し
た
こ
と
に
よ
り
不
可
能
と
な
る
公
算
が
高
）
76
（

い
。
こ
う
し
た
諸

技
術
が
持
つ
意
味
を
理
解
し
、
そ
れ
が
人
格
的
自
律
や
自
由
に
与
え
る
影
響
を
正
面
か
ら
議
論
す
る
た
め
に
は
、
個
人
の
外
部
の
情
報
環

境
（
二
一
条
）
と
個
人
の
内
部
の
情
報
シ
ス
テ
ム
（
一
九
条
）
と
を
架
橋
し
て
理
解
す
る
視
点
が
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
神
経
科
学
に

憲
法
学
が
向
き
合
う
上
で
は
、
一
九
条
と
二
一
条
の
両
者
を
「
情
報
」
と
い
う
視
点
で
共
約
し
、
イ
ン
テ
グ
ラ
ル
に
展
開
す
る
こ
と
が
で

き
る
新
し
い
〝
権
利
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〞
が
求
め
ら
れ
る
。

㈣　

身
体
の
自
由

1　

自
己
決
定
権
の
対
象
と
し
て
の
「
身
体
」

　

神
経
科
学
技
術
が
〝
神
経
系
〞
と
い
う
「
身
体
」（
脳
も
臓
器
で
あ
る
）
に
干
渉
す
る
技
術
で
あ
る
以
上
、
精
神
的
自
由
だ
け
で
な
く
身

体
の
自
由
か
ら
の
視
点
も
不
可
決
で
あ
る
。
身
体
の
自
由
に
つ
い
て
、
か
つ
て
は
「
国
家
権
力
に
よ
る
恣
意
的
な
生
命
・
身
体
の
自
由
の

剝
奪
か
ら
の
保
障
」
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
む
し
ろ
、「
個
人
の
自
己
決
定
（
自
己
の
運
命
の
支
配
）
の
文
脈
で
の
生
命
・
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身
体
の
自
由
」
に
焦
点
が
当
た
る
よ
う
に
な
っ
）
77
（
た
。
例
え
ば
、
尊
厳
死
・
安
楽
死
の
問
題
や
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
問
題
が

そ
れ
に
当
た
る
。
佐
藤
幸
治
は
、
こ
う
し
た
身
体
の
自
由
の
側
面
を
、「
最
狭
義
の
『
人
格
的
自
律
権
』」
す
な
わ
ち
、「
自
己
決
定
権
」

の
一
部
と
し
て
理
解
す
る
。
こ
の
意
味
で
の
身
体
の
自
由
の
核
心
は
、「
国
家
権
力
に
よ
る
恣
意
的
な
生
命
・
身
体
の
自
由
の
剝
奪
か
ら

の
保
障
」
で
は
な
く
、
生
命
・
身
体
を
処
分
す
る
こ
と
の
自
己
決
定
を
含
む
、
身
体
的
な
侵
襲
に
対
す
る
〝
拒
絶
意
思
の
自
由
〞
の
保
障

に
あ
）
78
（
る
。

2　

脳
操
作
の
低
・
非
侵
襲
化
と
拒
絶
の
契
機
の
消
失
？

　

ま
た
、
精
神
の
基
盤
た
る
神
経
系
は
身
体
の
一
部
で
あ
る
た
め
、
身
体
は
、
精
神
的
な
侵
襲

0

0

0

0

0

0

を
拒
絶
す
る
基
盤
と
し
て
も
機
能
し
て
き

た
。
し
か
し
、
神
経
科
学
技
術
の
低
侵
襲
化
・
非
侵
襲
化
（
頭
皮
脳
波
、
電
気
・
磁
気
刺
激
、
超
音
波
の
利
用
等
）
の
流
れ
も
見
ら
れ
る
中
で

は
、
神
経
科
学
技
術
に
目
に
見
え
る
侵
襲
性
が
伴
う
こ
と
も
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
、
身
体

的
侵
襲
性
を
伴
わ
な
い
ま
ま
に
神
経
系
を
操
作
す
る
技
術
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
技
術
の
実
装
が
進
め
ば
、「
身
体
」
が
も
っ
て
い
た
、

「
精
神
」
に
対
す
る
「
侵
襲
」
を
拒
絶
す
る
基
盤
と
し
て
の
機
能
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
侵
襲
」
に
対

す
る
拒
否
権
た
る
身
体
の
自
由
を
意
味
あ
る
も
の
と
し
て
論
ず
る
た
め
に
は
、「
身
体
的
侵
襲
」
の
概
念
そ
れ
自
体
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す

る
必
要
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
神
経
科
学
技
術
を
使
用
し
た
自
ら
の
身
体
に
対
す
る
干
渉
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か

（
例
え
ば
電
磁
気
刺
激
や
液
体
の
注
射
が
精
神
へ
の
干
渉
を
も
た
ら
す
こ
と
）
を
、
意
思
主
体
が
正
確
に
理
解
で
き
な
い
可
能
性
と
い
う
問
題
も
、

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
に
か
か
る
議
論
と
の
関
係
の
中
で
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

3　
「
身
体
の
自
由
」
の
復
権
？

　

こ
の
よ
う
に
、
神
経
科
学
の
進
展
は
、
神
経
系
と
い
う
身
体
へ
の
干
渉
が
、
精
神
に
対
す
る
干
渉
を
も
も
た
ら
し
得
る
こ
と
を
理
論
的
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に
明
ら
か
に
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
実
現
す
る
技
術
も
実
装
し
た
。
こ
の
こ
と
を
前
提
に
す
れ
ば
、〝
精
神
の
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
〞

を
守
る
た
め
に
こ
そ
、〞
身
体
の
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
〞
を
保
つ
こ
と
が
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、「
身
体
的
自
由
」

を
「
精
神
的
自
由
」
と
同
視
で
き
る
（
あ
る
い
は
両
者
の
区
別
が
相
対
化
す
る
）
時
代
の
到
来
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
、

石
川
健
治
は
、
近
代
以
降
、
身
体
の
自
由
が
安
定
的
に
保
障
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
、
人
権
論
の
な
か
に
お
い
て
身
体
的
自
由
は
後
景
に
退

き
、
精
神
的
自
由
に
か
か
る
議
論
が
前
景
に
押
し
出
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
）
79
（
た
。
し
か
し
、
神
経
科
学
技
術
の
実
装
が
進
展
す
る
近

未
来
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
精
神
を
守
る
た
め
に
こ
そ
、
身
体
の
自
由
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
得
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

近
い
将
来
に
身
体
的
自
由
の
〝
復
権
〞
が
起
こ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

五　

結
び
に
代
え
て

　

以
上
、
神
経
法
学
と
総
称
さ
れ
る
学
問
領
域
の
俯
瞰
的
展
望
と
、
筆
者
な
り
に
整
理
し
た
神
経
法
学
の
体
系
を
暫
定
的
に
提
示
し
て
み

た
。
そ
れ
は
、
神
経
科
学
と
い
う
複
合
的
で
多
元
的
な
学
問
群
に
属
す
る
個
別
の
研
究
領
域
の
特
性
に
応
じ
て
法
学
の
対
応
を
区
分
す
る

体
系
で
は
な
く
、
神
経
科
学
技
術
が
も
た
ら
す
（
も
た
ら
す
可
能
性
の
あ
る
）
リ
ス
ク
に
応
じ
た
問
題
状
況
の
分
類
に
基
づ
く
、
法
実
務
的

関
心
に
軸
を
置
く
体
系
化
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
か
か
る
問
題
群
の
体
系
化
に
続
い
て
、
そ
れ
に
適
用
す
べ
き
規
範
的
ツ
ー
ル
を
、
憲
法
学
の
資
源
の
中
か
ら
探
究
す
る
足
が
か

り
と
し
て
、
日
本
国
憲
法
の
解
釈
学
説
を
概
観
し
て
み
た
。
既
存
学
説
に
は
一
定
の
限
界
と
可
能
性
の
両
方
が
発
見
で
き
、
こ
れ
ら
を
さ

ら
に
神
経
科
学
の
現
状
と
近
未
来
に
照
ら
し
て
、
よ
り
精
緻
な
も
の
と
し
て
具
体
的
に
構
想
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

ま
で
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
ま
ま
取
り
置
か
れ
て
い
た
内
心
領
域
の
構
造
を
神
経
科
学
の
知
見
を
援
用
し
な
が
ら
解
明
す
る
こ
と
や
、

「
情
報
」
を
共
約
項
と
し
て
科
学
技
術
と
規
範
的
分
析
を
架
橋
し
得
る 

〝
権
利
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〞
を
構
築
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
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い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
既
に
我
々
の
手
元
に
あ
る
既
存
の
法
的
道
具
立
て
で
ど
こ
ま
で
対
応
で
き
る
か
の
見
極
め
も
大
事
で
あ
る
。

　

で
は
、
新
旧
の
〝
権
利
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〞
を
査
定
す
る
た
め
の
研
究
の
素
材
を
ど
こ
に
求
め
る
の
か
。
筆
者
が
ゼ
ロ
か
ら
創
造
す

る
わ
け
に
も
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
作
業
を
行
う
上
で
準
拠
で
き
る
補
助
線
と
し
て
、
近
時
、
頻
繁
に
言
及
さ
れ
て
い
る
「
神
経

権
（neurorights

）」
や
「
認
知
過
程
の
自
由
（cognitive liberty

）」
が
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
の
権
利
・
自
由
の
も
つ
具
体
的
な
可
能
性
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

（
1
）  Francis X. Shen, N

eurolegislation: H
ow U

. S. Legislators A
re U

sing Brain Science, 29 H
arv. J. L. &

 T
ech. 495, 496 （2016

）.

（
2
）  G

eorge A. Sanderson, The Co-O
peration of the M

edical and Legal Professions, 143 N
ew E

n
g J. M

ed. 499, 499 （1900

）. 

（
3
）  Taylor J. Sherrod et al., N

europsychologists and N
eurolawyers, 5 

（4

） N
eu

ro
psych

o
lo

g
y 293 

（1991

）. 

特
に
米
国
に
お
け
る
神
経

法
学
の
沿
革
を
詳
細
に
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、Francis X. Shen, The O

verlooked H
istory of N

eurolaw, 85 

（2

） F
o

rd
h

am L. R
ev. 

667 

（2016

）. 

同
稿
に
基
づ
い
た
日
本
語
文
献
と
し
て
、
山
口
直
也
「
神
経
法
学
の
序
論
的
考
察
」
立
命
館
法
学 

四
〇
三
号
（
二
〇
二
二
年
）

六
三
二
―
六
三
四
頁
。

（
4
）  People v. W

einstein, 156 M
isc. 2d 34, 591 N. Y. S. 2d 715 （N. Y. M

isc. 1992

）.

（
5
）  Jeffrey Rosen, The Brain on the Stand, N

ew Y
o

rk T
im

es M
ag. 

（M
ar. 11, 2007

）.<https://w
w

w.nytim
es.com

/2007/03/11/
m

agazine/11N
eurolaw.t.htm

l/>

（
6
）  O

w
en D. Jo

n
es, Jefferey D. S

ch
all, F

ran
cis X. S

h
en L

aw an
d N

eu
ro

scien
ce （1st ed. 2014

）.

（
7
）  B

enj
am

in L
ibet, M

in
d T

im
e: T

h
e T

em
po

ral F
acto

r in C
o

n
scio

u
sn

ess （2004

）.

（
8
）  N
ita A. Farahany, Incrim

inating Thoughts, 64 S
tan. L. J. 351 （2012

）. 

（
9
）  O

w
en D. Jones &

 Anthony D. W
agner, Law and N

euroscience: Progress, Prom
ise, and Pitfalls in T

h
e C

o
gn

itive N
eu

ro
scien

ces 
1015, 1015 -1021 （D

avid Poeppel et al. eds. 6th ed. 2020

）.

（
10
）  

抗
精
神
病
薬
の
強
制
投
与
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
概
観
し
た
も
の
と
し
て
、
小
久
保
智
淳
「W

ashington v. H
arper

事
件
判
決
再
訪

―

抗
精
神
病
薬
の
強
制
投
与
の
合
憲
性

―
」
法
学
政
治
学
論
究
一
三
二
号
（
二
〇
二
二
年
）。
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（
11
）  Brain Initiative, N

euroethics W
orking G

roup, Brain Initiative w
ebsite <https://braininitiative.nih.gov/about/neuroethics-

w
orking-group> （2023/8/11_last visited

）.
（
12
）  

Ｂ
Ｍ
Ｉ
と
は
、
脳
の
生
理
学
的
活
動
を
測
定
し
た
り
そ
れ
を
変
化
さ
せ
る
デ
バ
イ
ス
の
総
称
で
あ
る
。Krishna V. Shenoy &

 Byron M
. 

Yu, Brain-M
achine Interfaces, in P

rin
ciples o

f N
eru

al S
cien

ce 953, 953 -957 （Eric R. Kandel et al., eds., 6th ed. 2021

）.
（
13
）  Em

otive w
ebsite <https://w

w
w.em

otiv.com
/w

orkplace-w
ellness-safety-and-productivity-m

n8/>

（2023/8/11 -last visited

）.

（
14
）  N

euralink, Im
plant, neuralink w

ebsite <https://neuralink.com
/#n1> （2023/8/11_last visited

）.

（
15
）  ICO, ICO

 tech futures: neurotechnology, 

（June 1, 2023

）. <https://ico.org.uk/about-the-ico/research-and-reports/ico-tech- 
futures-neurotechnology/>

（
16
）  

理
学
修
士
（
Ｍ
Ｓ
）
と
法
務
博
士
（
Ｊ
Ｄ
）
を
有
す
る
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
弁
護
士
。
ガ
ー
ラ
ン
ド
は
、『
サ
イ
エ
ン
ス
』
の
発
行
元
と
し
て
も

知
ら
れ
る
米
国
科
学
振
興
協
会
（
Ａ
Ａ
Ａ
Ｓ
）
の
「
科
学
に
お
け
る
自
由
、
責
任
、
法
律
に
関
す
る
行
動
計
画
」
の
次
席
責
任
者
を
務
め
た
経
験

を
有
す
る
。
生
体
臨
床
医
学
、
生
命
倫
理
学
、
生
物
工
学
な
ど
幅
広
い
科
学
と
法
律
と
の
融
合
領
域
的
課
題
を
専
門
と
す
る
。

（
17
）  B

rent
 G

arlan
d, N

eu
ro

scien
ce an

d th
e L

aw: B
rain, M

in
d, an

d th
e S

cales o
f Ju

stice 6 -31 （2004

）; O
w

en D. Jo
n

es, Jefferey 
D. S

ch
all, F

ran
cis X. S

h
en, L

aw an
d N

eu
ro

scien
ce 101 -102 （2nd ed. 2020

）.

（
18
）  G

arlan
d supra note 17, at 6 -7, 25.

（
19
）  Jo

n
es et al., supra note 17, at 101 -102.

（
20
）  Id.

（
21
）  Id. at 102.

（
22
）  

体
内
に
含
ま
れ
る
水
素
原
子
核
の
分
布
を
、
Ｎ
Ｍ
Ｒ
（N

uclear M
agnetic Resonance

：
核
磁
気
共
鳴
）
現
象
を
利
用
し
て
画
像
化
す
る
装

置
で
あ
る
。

（
23
）  Seiji O

gaw
a et al., Brain M

agnetic Resonance Im
aging w

ith Contrast D
ependent on Blood O

xygenation, 87 P
ro

c. N
atl. 

A
cad. S

ci. 9868, 9868 -9872 （1990

）.

（
24
）  

陽
子
を
放
出
す
る
放
射
性
同
位
体
を
含
む
薬
剤
を
投
与
し
た
後
、
放
射
線
を
照
射
し
て
そ
の
体
内
分
布
を
画
像
化
す
る
こ
と
で
、
代
謝
活
動
が

盛
ん
に
な
っ
て
い
る
領
域
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
手
法
で
あ
る
。
活
性
化
部
位
の
代
謝
量
も
定
量
的
に
計
測
で
き
る
と
い
う
利
点
が
挙
げ
ら
れ
る
一

方
で
、
放
射
性
同
位
体
を
投
与
し
、
放
射
線
照
射
す
る
た
め
に
、
線
量
被
曝
に
伴
う
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
。
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（
25
）  

近
赤
外
光
（
波
長
七
〇
〇
〜
九
〇
〇
nm
の
光
）
が
生
体
透
過
性
を
有
し
な
が
ら
も
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
に
は
吸
収
さ
れ
る
性
質
を
利
用
し
、
頭
部

に
受
光
セ
ン
サ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
で
血
流
増
加
部
位
を
把
握
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
は
、
空
間
分
解
能
が
あ
ま
り
高
く
な
い
（
二
〜
三
㎝
）

こ
と
に
加
え
、
近
赤
外
線
光
は
頭
皮
か
ら
三
㎝
ほ
ど
ま
で
し
か
到
達
し
な
い
た
め
、
可
視
化
範
囲
は
大
脳
皮
質
の
表
面
に
留
ま
る
。

（
26
）  
宮
脇
陽
一
＝
神
谷
康
之
「
リ
レ
ー
解
説 

脳
機
能
計
測
と
生
体
信
号
入
出
力
《
第
八
回
》
脳
情
報
デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
技
術
と
そ
の
応
用
」
計
測

と
制
御
五
〇
巻
一
〇
号
（
二
〇
一
一
年
）
八
八
八
―
八
九
〇
頁
。

（
27
）  Krishna &

 Byron, supra note 12, at 962 -968.

（
28
）  

池
田
知
広
「
脳
波
で
操
作
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
が
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
接
客
に
込
め
た
思
い
」
毎
日
新
聞
（
二
〇
二
二
年
一
二
月
一
日
）<https://

m
ainichi.jp/articles/20221130/k00/00m

/040/104000c>

。

（
29
）  Francis R. W

illett et al., H
igh-perform

ance brain-to-text com
m

unication via handwriting, 593 N
atu

re 249, 249 -254 （2021

）.

（
30
）  D

avd A. M
oses, N

europrosthesis for D
ecoding Speech in a Paralyzed Person with A

narthria, 385 

（3

） N. E
n

g. J. M
ed. 217, 

217 -227 （2021

）.

（
31
）  

小
久
保
智
淳
「
ニ
ュ
ー
ロ
サ
イ
エ
ン
ス　

ブ
レ
イ
ン
・
マ
シ
ン
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
近
未
来
と
神
経
法
学
」
駒
村
圭
吾
編
『Liberty 2.0

』

（
弘
文
堂
、
二
〇
二
三
年
）
一
六
三
―
一
六
五
頁
。
遠
心
性
神
経
と
は
、
脳
か
ら
身
体
各
部
（
抹
消
）
に
情
報
を
伝
達
す
る
神
経
回
路
の
こ
と
を

指
す
。

（
32
）  

も
っ
と
も
、
内
心
の
精
神
作
用
と
神
経
活
動
の
相
関
関
係
の
探
究
に
お
い
て
、
精
神
作
用
の
同
定
は
被
験
者
の
内
観
報
告
に
頼
る
し
か
な
い
た

め
、「
報
告
バ
イ
ア
ス
」
に
伴
う
問
題
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
由
来
す
る
限
界
が
存
在
す
る
。

（
33
）  N

ita A. F
arah

an
y, T

h
e B

attle fo
r Y

o
u

r B
rain 35 -39 （2023

）.

（
34
）  H

osoda, Chihiro et al., Plastic frontal pole cortex structure related to individual persistence for goal achievem
ent. 3 C

o
mm


u

n. 
B

io
l. , 194 （2020

）.

（
35
）  

小
久
保
・
前
掲
注
（
10
）
六
三
―
六
九
頁
。
そ
れ
ゆ
え
、
意
思
無
能
力
者
に
対
す
る
脳
操
作
行
為
が
治
療
・
増
強
行
為
と
介
入
と
の
狭
間
に
位

置
す
る
限
界
事
例
と
し
て
立
ち
現
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
池
原
毅
和
「
精
神
科
に
お
け
る
強
制
医
療
介
入
」
精
神
神
経
学
雑
誌
一
一
五
巻
七
号

（
二
〇
一
三
年
）
七
五
九
―
七
六
四
頁
。

（
36
）  Eric T. Juengst, W

hat D
oes Enhancem

ent M
ean? in E

nh


an
cin

g H
u

m
an T

raits: E
th

ical an
d S

o
cial Im

plicatio
n 29, 29 

（Erik 
Parens ed., 2000

）. 

な
お
、
か
か
る
「
目
的
」
に
よ
る
区
分
は
「
介
入
」
に
お
い
て
も
可
能
で
あ
る
。
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（
37
）  

以
下
の
記
述
は
、
伊
良
皆
啓
司
「
脳
神
経
刺
激
（tD

CS, TM
S, D

BS

）
の
現
状
と
展
望
」
計
測
と
制
御
五
四
巻
二
号
（
二
〇
一
五
年
）
八

三
―
八
六
頁
を
参
考
に
し
た
。

（
38
）  H

irom
u M

onai et al., Calcium
 im

aging reveals glial involvem
ent in transcranial direct current stim

ulation-induced plasticity 
in m

ouse brain, 7 N
at. C

o
mm


u

n. 11100 （2016

）. 
（
39
）  Valentina Ciullo et al., Transcranial D

irect Current Stim
ulation and Cognition in N

europsychiatric D
isorders: System

atic 
Review of the Evidence and Future D

irections, 27 （3

） N
eu

ro
scient

ist. 285, 285 -309 （2021

）.

（
40
）  

Ｔ
Ｍ
Ｓ
は
、
刺
激
の
頻
度
に
よ
り
「
単
発
経
頭
蓋
磁
気
刺
激 

（single pulse TM
S

）」
と
「
連
反
復
経
頭
蓋
磁
気
刺
激
（repetitive TM

S: 
rTM

S

）」
に
分
か
れ
る
。rTM

S

は
効
果
が
強
く
、
ま
た
、
神
経
可
塑
性
を
人
為
的
に
誘
導
で
き
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
疾
患
の
治
療
や
リ
ハ
ビ

リ
等
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
41
）  

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
れ
ば
向
精
神
薬
と
は
「
体
内
に
取
り
込
ま
れ
た
り
投
与
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
知
覚
、
意
識
、
認
知
、
気
分
や
感
情
な
ど
の
精

神
プ
ロ
セ
ス
に
影
響
を
与
え
る
物
質
」
と
定
義
さ
れ
る
。W

H
O, D

rugs 

（psychoactive

）, W
H

O
 w

ebite <https://w
w

w.w
ho.int/health-

topics/drugs-psychoactive#tab=tab_1> （2023/05/31_last visited

）.

（
42
）  

た
と
え
ば
、
緑
藻
類
の
ク
ラ
ミ
ド
モ
ナ
ス
か
ら
発
見
さ
れ
た
光
活
性
化
イ
オ
ン
チ
ャ
ネ
ル
で
あ
る
「
チ
ャ
ネ
ル
ロ
ド
プ
シ
ン-

2
（channel-

rhodopsin-2

：ChR2

）」
は
青
色
光
に
反
応
し
て
イ
オ
ン
を
透
過
さ
せ
、
脱
分
極
（
活
動
電
位
の
原
因
と
な
る
）
を
引
き
起
こ
す
。
一
方
で
、

古
細
菌
高
度
好
塩
菌
か
ら
発
見
さ
れ
た
イ
オ
ン
ポ
ン
プ
で
あ
る
「
ハ
ロ
ロ
ド
プ
シ
ン
（natronom

onas pharaonic halorhodopsin

：

N
pH

R

）」
は
、
黄
色
光
に
反
応
し
て
ク
ロ
ラ
イ
ド
イ
オ
ン
（
塩
素
イ
オ
ン
）
を
細
胞
膜
の
内
部
に
流
入
さ
せ
、
過
分
極
を
引
き
起
こ
し
て
神
経

細
胞
の
活
動
を
抑
制
さ
せ
る
。

（
43
）  Jo

n
es et al., supra note 17, at 787 -789.

（
44
）  

福
田
ミ
ホ
「
ス
マ
ー
ト
ド
ラ
ッ
グ
で
ぼ
く
ら
の
体
と
心
に
起
き
た
こ
と

―
米
大
学
生
『
5
人
に
1
人
』
の
使
用
実
態
」W

ired Japan

（
二

〇
一
七
年
八
月
一
七
日
）<https://w

ired.jp/2017/08/17/sm
art-drugs-and-youth/>

。

（
45
）  Esther Landhuis, DO D. I. Y. Brain-Booster Devices W

ork?, S
ci. A

m. （Jan. 10, 2017

）. Scientific Am
erican w

ebsite <https://w
w

w. 
scientificam

erican.com
/article/do-diy-brain-booster-devices-w

ork/>. 
こ
の
よ
う
な
動
き
を
う
け
、
ブ
レ
イ
ン
・
テ
ッ
ク
（
ニ
ュ
ー
ロ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
に
関
す
る
科
学
的
根
拠
を
ま
と
め
た
『
ブ
レ
イ
ン
・
テ
ッ
ク 
エ
ビ
デ
ン
ス
ブ
ッ
ク ver1.0

』 （https://brains.link/w
p/w

p-
content/uploads/2023/07/Braintech_evidencebook_ver1.0.pdf

）
が
刊
行
さ
れ
た
。
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（
46
）  

近
年
、
か
つ
て
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
効
果
が
あ
る
と
喧
伝
さ
れ
て
い
た
ス
マ
ー
ト
ド
ラ
ッ
グ
に
つ
い
て
、
科
学
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
が
存
在
し
な

い
こ
と
を
警
告
す
る
研
究
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。M

. Alexandra Kredlow
 et al., The Efficacy of M

odafinil as a Cognitive  
Enhancer: A

 System
atic Review and M

eta-A
nalysis, 39 

（5

） J. C
lin. P

sych
o

ph
arm

aco
l. 455, 455 -461 

（2019

）; Karen L. Cropsey, 
M

ixed-am
phetam

ine salts expectancies am
ong college students: Is stim

ulant induced cognitive enhancem
ent a placebo effect?, 

178 D
ru

g A
lco

h
o

l D
epen. 302, 302 -309 （2017

）.

（
47
）  D

ario M
üller et al., H

igh-definition transcranial direct current stim
ulation 

（H
D

-tD
CS

） for the enhancem
ent of w

orking 
m

em
ory - A

 system
atic review and m

eta-analysis of healthy adults, 15 （6

） B
rain S

tim
u

latio
n, 1475, 1475 -1485 （2022

）.

（
48
）  Garland supra note 18, at 25 -29; M

ichael J. Sandel, T
h

e C
ase A

gain
st P

erfectio
n: E

th
ics in th

e A
ge o

f G
en

etic E
n

gin
eerin

g 
45 -62 （2007

）.

（
49
）  F

arah
an

y, supra note 33, at 130 -132, 144 -145. 

（
50
）  

池
原
・
前
掲
注
（
35
）
七
五
九
―
七
六
四
頁
。

（
51
）  

小
久
保
・
前
掲
注
（
10
）
七
七
―
八
一
頁
。

（
52
）  G

arland supra note 17, at 29 -31.

（
53
）  D

aniel M
. W

olpet &
 Sm

y J. Bastian, Principles of Sensorym
otor Control, in P

rin
ciple o

f N
eu

ra
l S

cien
ce 713, 713 -723 

（Kandel et al., ed. 6 th ed. 2021

）.

（
54
）  

三
原
雅
史
「
治
療
型
Ｂ
Ｍ
Ｉ
と
し
て
のN

eurofeedback

の
精
神
疾
患
治
療
へ
の
応
用
」
臨
床
神
経
生
理
学
四
六
巻
一
号
（
二
〇
一
八
年
）

三
五
頁
。

（
55
）  

ニ
ュ
ー
ラ
ル
・
デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
組
み
合
わ
せ
た
技
術
で
あ
る
。
柴
田
和
久
「D

ecoded N
eurofeedback

（D
ecN

ef

）
に
よ
る
神
経
科
学
の
新
し
い
試
み
」
臨
床
神
経
学
五
二
巻
（
二
〇
一
二
年
）
一
一
八
五
―
一
一
八
七
頁
。

（
56
）  Ai Koizum

i et al., Fear reduction without fear: Reinforcem
ent of neural activity bypasses conscious exposure. 1 N

at. H
u

m. B
eh

av. 
0006 

（2016

）; V
incent Taschereau-D

um
ouchel et al., Towards an unconscious neural reinforcem

ent intervention for com
m

on 
fears, 115 （13

） P
ro

c. N
atl. A

cad. S
ci. U

SA. 3470 （2018

）.

（
57
）  

マ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
（
栗
原
裕
＝
河
本
仲
聖
訳
）『
メ
デ
ィ
ア
論
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
七
年
）
一
―
二
頁
。

（
58
）  

小
久
保
・
前
掲
注
（
31
）
一
六
三
―
一
六
五
頁
。
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（
59
）  

長
滝
祥
司
『
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
身
体
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
二
年
）
二
頁
。

（
60
）  Eric R. Kandel &

 M
ichael N. Shadlen,I O

verall Perspective, in P
rin

ciple o
f N

eu
ral S

cien
ce 3, 3 -4 （Kandel et al., ed. 6 th ed. 

2021

）.
（
61
）  
小
久
保
智
淳
「『
認
知
過
程
の
自
由
』
研
究
序
説
」
法
学
政
治
学
論
究
一
二
六
号
（
二
〇
二
〇
年
）
三
九
八
―
四
〇
一
頁
。

（
62
）  M

ark Jonathan Blitz, Freedom
 of Thought for the Extended M

ind: Cognitive Enhancem
ent and the Constitution, 2010 

（4

） 
W

is. L. R
ev. 1049, 1065 -1091 （2010

）.

（
63
）  

神
経
科
学
に
お
け
る
意
識
に
は
二
種
類
の
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
第
一
に
、
医
学
に
お
け
る
「
覚
醒
（arousal

）」（
意
識
レ
ベ
ル
と

表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）
を
示
す
「
意
識
」
が
あ
る
。
二
つ
目
は
、
一
定
水
準
以
上
の
覚
醒
状
態
に
お
い
て
、
生
じ
る
主
観
的
経
験
を
指
す
。

こ
こ
で
は
後
者
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。M

ichael N. Shadlen &
 Eric R. Kandel, D

ecision-M
aking and Consciousness, in P

rin
ciple 

o
f N

eu
ral S

cien
ce 1392, 1412 -1413 （Kandel et al., ed. 6 th ed. 2021

）. 

（
64
）  Pietro M

azzoni &
 John W

. Krakauer, A
n Im

plicit Plan O
verrides an Explicit Strategy during V

isuom
otor A

daptation, 26 （14

） 
J. N

eu
ro

sci. 3642 （2006

）.

（
65
）  

小
久
保
・
前
掲
注
（
31
）
一
七
〇
―
一
七
二
頁
。

（
66
）  

駒
村
圭
吾
「
自
由
論
の
ゆ
く
え
」
同
編
『Liberty2.0

』（
弘
文
堂
、
二
〇
二
三
年
）
三
三
五-

三
三
六
頁
。

（
67
）  

小
久
保
智
淳
「
フ
ル
ダ
イ
ブ
の
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
と
身
体
」
法
セ
ミ
八
一
七
号
（
二
〇
二
三
年
）
五
三
頁
以
下
。

（
68
）  

長
谷
部
恭
男
編
『
注
釈
日
本
国
憲
法
⑵
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）
二
六
六
―
二
六
八
頁
﹇
駒
村
圭
吾
執
筆
﹈。

（
69
）  

伊
藤
正
己
『
憲
法
〔
第
3
版
〕』（
弘
文
堂
、
一
九
九
五
年
）
二
六
〇
頁
。

（
70
）  

長
谷
部
恭
男
『
憲
法
〔
第
8
版
〕』（
新
世
社
、
二
〇
二
二
年
）
一
九
二
頁
。

（
71
）  

大
石
眞
『
憲
法
講
義
Ⅱ
〔
第
2
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
）
一
三
八
頁
、
駒
村
・
前
掲
注
（
69
）
二
六
八
―
二
六
九
頁
。

（
72
）  

小
久
保
・
前
掲
注
（
31
）
一
五
九
―
一
六
〇
頁
。

（
73
）  

佐
藤
幸
治
『
日
本
国
憲
法
論
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
七
年
）
一
二
二
頁
。
長
谷
部
恭
男
他
編
『
注
釈
日
本
国
憲
法
⑵
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七

年
）
六
九
―
七
四
頁
﹇
土
井
真
一
執
筆
﹈。
駒
村
圭
吾
「
人
格
的
自
律
権
構
想
を
振
り
返
る
」
公
法
研
究
七
八
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
九
―
二
〇

頁
も
参
照
。

（
74
）  

佐
藤
・
前
掲
注
（
73
）
二
五
〇
頁
。
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（
75
）  

長
谷
部
他
編
・
前
掲
注
（
73
）
一
一
七
頁
。

（
76
）  

も
っ
と
も
、
神
経
系
に
可
塑
性
が
備
わ
っ
て
い
る
以
上
は
、
情
報
入
力
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
り
内
的
な
情
報
処
理
の
在
り
様
が
変
化
す
る
こ

と
そ
れ
自
体
は
所
与
の
前
提
で
あ
る
。D

ecN
ef

の
問
題
は
、
対
象
と
な
る
個
人
が
自
己
の
思
想
や
良
心
な
ど
の
内
心
作
用
が
標
的
と
さ
れ
て
も
、

そ
れ
に
対
す
る
自
覚
が
存
在
し
な
い
点
に
求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
77
）  
佐
藤
・
前
掲
注
（
73
）
一
八
二
頁
。

（
78
）  
同
前
。

（
79
）  

石
川
健
治
「
人
格
と
権
利

―
人
権
の
観
念
を
め
ぐ
る
エ
チ
ュ
ー
ド
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
四
四
号
（
二
〇
〇
三
年
）
二
六
―
二
七
頁
。

〔
付
記
〕　

本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
、
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
事
業
、JPM

JM
S2012

及
び
、
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
の
課
題
番
号JP23w

m
0425020

の
支

援
を
受
け
た
。

小
久
保　

智
淳
（
こ
く
ぼ　

ま
さ
と
し
）

所
属
・
現
職　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科 

研
究
員
（
有
期
）

　
　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

　
　
　
　
　
　

慶
應
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
サ
ー
チ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
（
Ｋ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
）
所
員

最
終
学
歴　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程
修
了

所
属
学
会　
　

全
国
憲
法
研
究
会
、
比
較
憲
法
学
会
、
と
日
本
神
経
科
学
学
会
、
情
報
処
理
学
会

専
攻
領
域　
　

憲
法
学
、
神
経
科
学
、
神
経
法
学
（neurolaw

）

主
要
著
作　
　
「『
認
知
過
程
の
自
由
』
研
究
所
説

―
神
経
科
学
と
憲
法
学

―
」『
法
学
政
治
学

論
究
』
第
一
二
六
号
（
二
〇
二
〇
年
）

　
　
　
　
　
　
「W

ashington v. H
arper

事
件
判
決
再
訪

―
抗
精
神
病
薬
投
与
の
合
憲
性

―
」

『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
一
三
二
号
（
二
〇
二
二
年
）

　
　
　
　
　
　
「
フ
ル
ダ
イ
ブ
の
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
と
身
体
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
八
一
七

号
（
二
〇
二
三
年
）


